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陸海空のさまざまな交通機関は、
観光を成立させる重要なインフラストラクチャーのひとつである。
これらを抜きにして観光を論じることはできない。
しかし、それらを単なる移動の手段や機能としてのみ
とらえるのではなく、人々にとっての意味や経験といった視点から
とらえ直してみるとき、そこには狭い意味での観光を超えた
多様な交流のかたちを読み取ることができる。
本号では、乗り物とその世界がもつ
多様な意味の広がりを探ってみたい。

乗 り 物 と  そ の 世 界
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日
本
全
国
の
鉄
道
網
が
縮
小
を
続
け
て
い
る
な
か
、

廃
線
跡
を
た
ど
る
旅
や
人
気
列
車
の
復
活
運
転
イ
ベ
ン
ト
が
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
0
9
年
4
月
26
日
に
開
業
し
た
門
司
港
レ
ト
ロ
観
光
線
「
潮
風
号
」
の
事
例
を
通
し
て
、

旅
す
る
人
の
た
め
の
鉄
道

―
観
光
鉄
道
と
し
て
の
再
発
見
の
試
み
を
紹
介
す
る
。

鉄
道
ブ
ー
ム
と
観
光
に
よ
る
鉄
道
の
再
発
見

文 

・
写
真 

松
村
公
明

「
鉄
」の
世
界
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   1 
鉄
道
フ
ァ
ン
大
国
　
日
本

「
用
事
が
な
け
れ
ば
ど
こ
へ
も
行
っ
て
は
い
け
な

い
と
云
う
わ
け
は
な
い
。
な
ん
に
も
用
事
が
な
い
け

れ
ど
、
汽
車
に
乗
っ
て
大
阪
へ
行
っ
て
来
よ
う
と
思

う
」。
内
田
百
閒
著
「
特
別
阿
房
列
車
」
の
あ
ま
り

に
も
有
名
な
一
節
は
、
六
〇
年
を
経
た
今
で
も
、
私

た
ち
を
列
車
の
旅
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
。

百
閒
な
ら
ず
と
も
「
乗
り
に
行
く
」
こ
と
を
旅
行

の
目
的
と
す
る
人
々
、
現
代
風
に
言
え
ば
「
乗
り

鉄
」は
昔
か
ら
い
る
。
鉄
道
フ
ァ
ン
大
国
・
日
本
で
は
，

「
撮
り
鉄
」、「
音
鉄
（
録
り
鉄
）」「
収
集
鉄
」「
模
型
鉄
」

「
車
両
鉄
」「
駅
鉄
」「
時
刻
表
鉄
」「
駅
弁
鉄
」「
呑

み
鉄
」
な
ど
な
ど
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
挙
げ
れ
ば
き
り

が
な
い
。
鉄
道
フ
ァ
ン
の
分
類
の
一
例
を
紹
介
し
た

『
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
二
〇
〇
六
』の「
魅
惑
の〝
鉄
〞

ワ
ー
ル
ド
」
に
よ
れ
ば
、「
乗
り
鉄
」
は
「
列
車
に

乗
る
こ
と
が
好
き
で
、
種
々
の
車
両
を
乗
り
比
べ
た

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
路
線
を
乗
り
回
っ
た
り
す
る
こ
と

を
趣
味
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
乗
り
回
る
」

の
表
現
に
は
つ
い
好
感
を
覚
え
て
し
ま
う
が
、
こ
れ

は
宮
脇
俊
三
著
『
終
着
駅
は
始
発
駅
』
に
も
通
じ
る
。

列
車
が
終
着
駅
に
着
く
と
、
そ
こ
は
次
に
乗
り
継
ぐ

列
車
の
始
発
駅
と
な
り
、
そ
の
列
車
が
終
着
駅
に
着

く
と
…
…
（
以
降
，
繰
り
返
し
）。
だ
か
ら
こ
そ
鉄
道

フ
ァ
ン
の
中
に
は
、
新
幹
線
で
目
的
地
に
到
着
し
た

途
端
に
砂
を
噛
む
よ
う
な
気
持
ち
を
抱
く
人
さ
え

い
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
「
鉄
」
の
世
界
は
最
近
、
鉄
道
旅
行

に
姿
を
変
え
て
、
従
来
の
旅
行
雑
誌
に
迫
り
つ
つ
あ

る
。「
日
本
鉄
道
旅
行
地
図
帳
」（
新
潮
社
，
二
〇
〇
八

年
〜
全
十
二
号
）
や
、
分
冊
百
科
と
呼
ば
れ
る
「
週
刊 

鉄
道
絶
景
の
旅
」（
集
英
社
，
二
〇
〇
九
年
〜
全
四
〇
巻
）、

「
週
刊
朝
日
百
科  

歴
史
で
め
ぐ
る
鉄
道
全
路
線
」（
朝

日
新
聞
出
版  

二
〇
〇
九
年
〜
全
五
〇
巻
）
な
ど
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
に
は
、
非
鉄
系
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
誌
で

も
、
鉄
道
の
世
界
を
探
訪
す
る
特
集
号
が
組
ま
れ
た

﹇
注
1
﹈。
菊
池
直
恵
に
よ
る
「
鉄
子
の
旅
」（
二
〇
〇
二

年
〜  
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
ス
ピ
リ
ッ
ツ
）、酒
井
順
子
著
『
女

子
と
鉄
道
』（
二
〇
〇
六
年  

光
文
社
）
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
女
性
に
向
け
た
鉄
道
旅
行
の
魅
力
も
ま
た
発

信
さ
れ
て
い
る
。
J
T
B
時
刻
表
に
連
載
中
の
矢
野

直
美
「
ダ
イ
ヤ
に
輝
く
鉄
お
と
め
」
で
は
、
鉄
道
現

場
の
最
前
線
で
働
く
女
性
が
紹
介
さ
れ
る
一
方
、
子

ど
も
に
付
き
添
っ
て
「
で
ん
し
ゃ
」
を
見
に
行
く
母

親
に
向
け
て
、
ト
レ
イ
ン
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
﹇
注
2
﹈。
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鉄
道
ブ
ー
ム
と
地
域
鉄
道

鉄
道
ブ
ー
ム
と
も
い
え
る
明
る
い
話
題
の
陰
で
、

日
本
全
国
の
鉄
道
網
は
着
実
に
縮
小
を
続
け
て
い

る
。
国
土
交
通
省
鉄
道
局
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年

度
か
ら
二
〇
〇
九
年
度
ま
で
の
一
〇
年
間
に
、
日
本

全
国
で
三
三
路
線
、
六
三
四
・
六
㎞
の
鉄
軌
道
（
鉄

道
と
軌
道
）
が
廃
止
さ
れ
た
。
廃
止
路
線
長
順
に
上

位
5
位
ま
で
を
挙
げ
る
と
、
最
長
は
北
海
道
ち
ほ

く
高
原
鉄
道
（
池
田 

- 
北
見
）
の
一
四
〇
・
〇
㎞
、
次

い
で
、
の
と
鉄
道
七
尾
線
（
穴
水 

- 
輪
島
）
と
能
登
線

（
穴
水 

- 
蛸
島
）
の
八
一
・
四
㎞
、
高
千
穂
鉄
道
（
延
岡 

- 
高
千
穂
）
五
〇
・
〇
㎞
、
J
R
可
部
線
（
可
部 

- 
三
段

峡
）
四
六
・
二
㎞
、
島
原
鉄
道
（
島
原
外
港 

- 
加
津
佐
）

三
五
・
三
㎞
の
順
と
な
る
。
い
か
に
魅
惑
的
な
鉄
道

路
線
で
あ
っ
て
も
、
大
都
市
圏
か
ら
遠
隔
な
地
域
鉄

道
は
、
日
常
的
な
需
要
の
点
か
ら
み
て
厳
し
い
経
営

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
知
ら
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
主
要
幹
線
の
看
板
列
車
に
も
当
て

は
ま
る
。
東
海
道
本
線
・
山
陽
本
線
を
下
り
、
関

門
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
て
九
州
各
都
市
を
結
ん
だ

伝
統
の
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
群
は
、
こ
の
一
〇
年
だ

け
で
も
二
〇
〇
〇
年
に
「
あ
さ
か
ぜ
」（
東
京  - 
博
多
）、

二
〇
〇
五
年
に
「
さ
く
ら
」（
東
京 - 
長
崎
）
と
「
彗
星
」

（
新
大
阪 

- 
南
宮
崎
）、
二
〇
〇
八
年
に
「
な
は
・
あ
か

つ
き
」（
京
都 - 
熊
本
・
長
崎
）
と
廃
止
の
一
途
を
た
ど
り
、

つ
い
に
二
〇
〇
九
年
三
月
一
三
日
、「
富
士
・
は
や

ぶ
さ
」（
東
京 - 
大
分
・
熊
本
）
の
廃
止
に
よ
っ
て
完
全

に
姿
を
消
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
旅
の
計
画
や
周
遊
ル
ー

ト
の
自
由
度
は
大
幅
に
失
わ
れ
、「
乗
り
回
る
」
た

め
に
は
や
む
を
得
ず
「
効
率
的
な
移
動
」
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
。
確
か
に
「
効
率
的
な
移

動
」
を
支
え
る
新
幹
線
網
の
拡
大
は
興
味
深
い
こ
と

と
は
い
え
、
近
年
に
開
業
し
た
新
幹
線
は
そ
の
ス

ピ
ー
ド
と
引
き
替
え
に
、
旅
す
る
人
か
ら
車
窓
風
景

を
奪
い
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
二

年
に
延
伸
開
業
し
た
東
北
新
幹
線
（
盛
岡

－

八
戸

間
）
で
は
全
区
間
の
七
三
％
が
、
二
〇
〇
四
年
に
部

分
開
業
し
た
九
州
新
幹
線
（
新
八
代

－

鹿
児
島
中
央

間
）
で
は
全
区
間
の
六
九
％
が
ト
ン
ネ
ル
区
間
と

な
っ
て
お
り
、
実
際
に
乗
っ
て
み
る
と
、
東
京
メ
ト

ロ
の
車
窓
風
景
の
方
が
よ
ほ
ど
変
化
に
富
ん
だ
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
皮

肉
に
も
、
廃
線
跡
を
た
ど
る
旅
や
人
気
列
車
の
復
活

運
転
イ
ベ
ン
ト
は
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た
も
の
に
な

る
に
違
い
な
い
。

   3 

ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
果
た
す
役
割
と
は

関
門
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
か
ら
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
の

汽
笛
が
消
え
て
間
も
な
い
二
〇
〇
九
年
四
月
二
六

日
、
関
門
海
峡
を
望
む
北
九
州
市
門
司
区
の
門
司

港
レ
ト
ロ
地
区
に
平
成
筑
豊
鉄
道
「
門
司
港
レ
ト

ロ
観
光
線
」（
愛
称
「
や
ま
ぎ
ん
レ
ト
ロ
ラ
イ
ン
」）

が
開
業
し
た
。
公
募
に
よ
っ
て
「
潮
風
号
」
と
命
名

さ
れ
た
ト
ロ
ッ
コ
列
車
一
編
成
が
、
J
R
門
司
港

駅
に
隣
接
す
る
「
九
州
鉄
道
記
念
館
駅
」

－

九
州

最
北
端
の
鉄
道
駅
と
な
る
「
関
門
海
峡
め
か
り
駅
」

間
を
一
日
に
一
三
往
復
す
る
。
観
光
目
的
の
鉄
道
で

あ
る
た
め
、
二
〇
〇
九
年
は
四
月
〜
一
一
月
の
土
日

祝
日
に
加
え
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
夏
休
み

期
間
中
に
は
毎
日
運
転
さ
れ
た
。
北
九
州
市
は
当
初
、

二
〇
〇
九
年
の
利
用
者
を
一
〇
万
人
と
見
込
ん
で

い
た
が
、
一
一
月
二
一
日
に
二
〇
万
人
を
突
破
し
た

と
発
表
し
た
。

門
司
港
レ
ト
ロ
観
光
線
の
鉄
道
事
業
の
特
色
と

し
て
は
、
次
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
鉄
道
事
業

法
に
よ
る
「
特
定
目
的
鉄
道
」、
す
な
わ
ち
観
光
鉄

道
と
し
て
日
本
で
最
初
の
開
業
例
と
な
っ
た
こ
と
。

②
二
〇
〇
五
年
よ
り
休
止
さ
れ
て
い
た
貨
物
線
の

一
部
を
旅
客
線
に
転
用
、
す
な
わ
ち
廃
線
の
再
利
用

が
成
さ
れ
た
こ
と
。
③
車
両
も
ま
た
、
南
阿
蘇
鉄
道

（
立
野 

- 
高
森
）
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
二
両
と
、
島

原
鉄
道
（
諫
早 

- 
島
原
外
港
）
の
ト
ロ
ッ
コ
客
車
二
両

を
購
入
・
改
装
の
上
、
再
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
が
評
価
さ
れ
、
二
〇
〇
九

年
一
〇
月
に
は
第
八
回
日
本
鉄
道
賞
の
特
別
表
彰

〈
廃
線
文
化
観
光
賞
〉
を
受
賞
し
た
。

北
九
州
市
は
、
門
司
港
レ
ト
ロ
観
光
線
の
位
置
づ

け
と
し
て
次
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
①
鉄
道
と
港

で
栄
え
た
門
司
港
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
地
域

の
資
源
で
あ
る
貨
物
線
を
活
用
し
、
魅
力
あ
る
列
車

を
運
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
観
光
資
源
を
創

出
す
る
。
②
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
と
和め

か

り

布
刈
地
区
の

回
遊
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
客
の
滞

在
時
間
の
長
期
化
を
図
る
。
③
関
門
海
峡
を
挟
ん

で
対
岸
に
位
置
す
る
下
関
市
と
の
間
に
観
光
客
の

新
た
な
回
遊
ル
ー
ト
を
形
成
す
る
。
一
九
九
五
年

に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区

JR門司港駅の重厚なプラットホーム
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1 九州鉄道記念館駅に到着する「潮風号」　2 関門海峡めかり駅に停車
中の「潮風号」　両端に機関車が連結されているため、折り返しは容易で
ある。  3 関門海峡めかり駅前に広がる関門海峡と下関市の火の山　4 「潮
風号」の車窓から望む第二船だまりと関門橋　5 関門海峡めかり駅の賑わ
い　6 関門海峡クローバーきっぷ

は
、「
衰
退
す
る
門
司
港
の
活
性
化
」
を
事
業
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
関
門
連
絡
船
に
よ
る
九
州
の
玄
関
口
と

し
て
、
ま
た
大
陸
と
の
貿
易
で
栄
え
た
当
時
の
街

並
み
を
、
七
年
の
歳
月
を
か
け
再
生
し
た
も
の
で

あ
る
。
一
九
一
四
年
に
建
設
さ
れ
た
J
R
門
司
港

駅
（
一
九
八
八
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
）
を
結
節

点
と
し
て
、
第
一
船
だ
ま
り
付
近
に
は
旧
大
阪
商
船
、

旧
門
司
三
井
倶
楽
部
，
旧
門
司
税
関
な
ど
の
建
物
群

が
修
復
さ
れ
、
さ
ら
に
門
司
港
ホ
テ
ル
（
一
九
九
八

年
）、
門
司
港
レ
ト
ロ
展
望
室
（
一
九
九
九
年
）、
海
峡

プ
ラ
ザ
（
一
九
九
九
年
）、
関
門
海
峡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
二
〇
〇
三
年
）、
九
州
鉄
道
記
念
館
（
二
〇
〇
三
年
）

と
い
っ
た
観
光
施
設
の
整
備
が
は
か
ら
れ
た
。

一
方
、
和
布
刈
神
社
や
関
門
人
道
ト
ン
ネ
ル
口
は
、

九
州
最
北
端
に
位
置
し
、
海
峡
の
幅
が
最
も
狭
ま
る

早は
や
と
も鞆
の
瀬
戸
に
臨
む
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
は
第
一
船

だ
ま
り
に
滞
留
す
る
観
光
客
流
動
を
十
分
に
誘
引

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
全
長
七
八
〇
ｍ
の
関

門
人
道
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
た
対
岸
の
下
関
市
に

は
、
旧
港
の
名
残
り
を
と
ど
め
る
唐か

ら

戸と

地
区
、
源
平

合
戦
に
ま
つ
わ
る
壇
ノ
浦
や
赤
間
神
宮
、
城
下
町
長

府
、
リ
ト
ル
釜
山
と
呼
ば
れ
る
長
門
市
場
な
ど
、
門

司
港
レ
ト
ロ
地
区
と
は
性
格
の
異
な
る
観
光
資
源

が
あ
る
。

そ
こ
で
、
門
司
港
レ
ト
ロ
観
光
線
、
め
か
り
絶
景

バ
ス
、
サ
ン
デ
ン
バ
ス
、
関
門
連
絡
船
の
4
つ
の
交

通
機
関
を
乗
り
継
い
で
、
再
び
門
司
港
へ
と
戻
る
周

遊
切
符
「
ク
ロ
ー
バ
ー
き
っ
ぷ
」
が
、
九
〇
〇
円
と

い
う
廉
価
で
発
売
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
潮
風
号

の
終
着
駅
・
関
門
海
峡
め
か
り
駅
か
ら
、
和
布
刈
神

社
や
和
布
刈
第
二
展
望
台
を
周
遊
し
た
の
ち
、
関
門

人
道
ト
ン
ネ
ル
を
経
て
、
下
関
側
の
み・
・
・
・

も
す
そ
川
公

園
↓
赤
間
神
宮
↓
唐
戸
地
区
か
ら
門
司
港
へ
と
回
遊

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
唐
戸
地
区
の
し
も
の

せ
き
水
族
館「
海か

い
き
ょ
う
か
ん

響
館
」
の
開
業
（
二
〇
〇
一
年
）
以
降
、

関
門
連
絡
船
で
門
司
港

-

唐
戸
間
（
所
要
五
分
）
を

往
復
す
る
観
光
客
の
流
動
は
定
着
し
た
が
、「
ク
ロ
ー

バ
ー
き
っ
ぷ
」
に
は
、
回
遊
ル
ー
ト
確
立
へ
の
夢
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
門
司
港
レ
ト
ロ
観
光

線
よ
り
内
陸
側
（
東
側
）
に
位
置
す
る
門
司
旧
市
街

へ
「
潮
風
号
」
の
乗
客
を
誘
導
し
、
清
滝
界
隈
か
ら

錦
町
、
栄
町
を
め
ぐ
る
街
歩
き
ル
ー
ト
の
さ
ら
な
る

充
実
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

  4 

観
光
鉄
道
に
よ
る
再
発
見

鉄
道
フ
ァ
ン
は
、「
乗
り
鉄
」
で
あ
ろ
う
と
「
車

両
鉄
」
で
あ
ろ
う
と
、
徹
底
的
に
そ
の
世
界
を
追
求

し
て
ほ
し
い
。
し
か
し
同
時
に
、
細
分
化
さ
れ
た
狭

い
枠
組
み
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
、
公
共
交
通
機

関
と
し
て
の
鉄
道
の
役
割
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。

世
界
で
は
、
地
域
的
枠
組
み
の
再
編
に
と
も

な
っ
て
鉄
道
復
権
の
時
代
が
到
来
し
て
お
り
、

Shinkansen

や
T
G
V
（
仏
）
の
技
術
と
成
果
が
そ

の
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
日
本
で
は
、
新

幹
線
網
の
拡
大
の
陰
で
置
き
去
り
に
さ
れ
て
き
た

在
来
線
を
、
旅
す
る
人
の
鉄
道
と
し
て
再
発
見
す
る

試
み
が
み
ら
れ
る
。
上
述
の
と
お
り
、
日
本
で
み
ら

れ
る
最
近
の
鉄
道
ブ
ー
ム
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
と
深

い
関
係
に
あ
る
。

門
司
港
レ
ト
ロ
観
光
線
「
潮
風
号
」
は
、
日
本
一

最
高
速
度
が
遅
く
（
一
五
㎞
/
h
）、
日
本
一
区
間
が

短
く
（
二
・
一
㎞
）、
日
本
一
機
関
車
が
小
さ
い
（
一
〇

t
）
と
い
う
。
こ
ん
な
さ
さ
や
か
な
ト
ロ
ッ
コ
列
車

と
そ
れ
を
取
り
巻
く
人
々
の
活
動
は
、
関
門
海
峡
を

跨
ぐ
都
市
観
光
の
み
な
ら
ず
、
鉄
道
と
地
域
、
鉄
道

と
観
光
を
考
え
る
上
で
、
貴
重
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
選
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）「
や
っ
ぱ
り
、鉄
道
は
楽
し
い
」『Pen

』 

二
〇
〇
九
年
六

月
一
五
日
号
．「
列
車
で
行
こ
う
、ど
こ
ま
で
も
。ニ
ッ
ポ
ン
鉄

道
の
旅
。」『BRUTUS

』、二
〇
〇
九
年
八
月
一
日
号
．

（
2
）マ
マ
鉄
同
好
会
・
棚
澤
明
子(

二
〇
〇
九)

：『
子
鉄
＆
マ

マ
鉄
の
電
車
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ガ
イ
ド［
東
京
版
］』枻
出
版
社
．

1

42

3

6

5
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「
ベ
ト
ナ
ム
観
光
の
代
名
詞
」
と
い
わ
れ
る
シ
ク
ロ

は
、
客
車
を
運
転
席
の
前
に
付
け
た
営
業
用
三
輪
車

で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
南
部
に
は
、
客
車
を
運
転
席
の

後
ろ
に
付
け
た
セ
ロ
イ
と
い
う
二
輪
車
も
あ
る
。
シ

ク
ロ
は
観
光
化
に
対
応
で
き
た
の
に
、
セ
ロ
イ
は
で
き

な
か
っ
た
。
そ
の
違
い
は
何
だ
っ
た
の
か
。

シ
ク
ロ
と

セ
ロ
イ

観
光
化
す
る
乗
り
物
・

消
え
ゆ
く
乗
り
物

文
・
写
真 

大
塚
直
樹

年
度
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭
で
金
獅
子
賞＜

グ
ラ
ン
プ
リ

＞

を
獲
得
）。
映
画
に
は
、「
シ
ク
ロ
」、「
詩
人
」、「
姉
」

と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
。
そ
の
な
か
で
「
シ
ク
ロ
」

は
、
文
字
通
り
シ
ク
ロ
に
乗
っ
て
生
計
を
立
て
る
労

働
者
で
あ
り
、
同
時
に
低
所
得
階
層
の
象
徴
と
し
て

も
描
か
れ
て
い
る﹇cf. 

真
下
一
九
九
六
：
五-

六
﹈。
事
実
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
シ
ク
ロ
運
転
手
の
出
自
は
、
従
軍

経
験
者
な
ど
の
低
所
得
者
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
﹇
井
川
一
九
九
六
：
十
二
、
渡
辺
二
〇
〇
三
﹈。

ま
た
、
実
際
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
や
ミ
ト
ー
（
後
述
）

の
シ
ク
ロ
運
転
手
の
服
装
や
仲
間
内
で
の
言
葉
づ
か

い
を
見
聞
き
し
て
い
る
と
、
相
対
的
に
収
入
が
少
な

く
、
教
育
水
準
が
高
く
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
看
取

さ
れ
る
。「
シ
ク
ロ
運
転
手
＝
低
所
得
者
層
の
職
業
」

と
い
う
の
が
第
一
の
印
象
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
現
金
収
入
を
得
る
手
段
（
つ
ま
り
、
シ
ク
ロ
）

を
所
有
な
い
し
保
有
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
シ
ク

ロ
の
運
転
手
は
、
必
ず
し
も
最
下
層
の
職
業
と
は
い

え
な
い
。

第
二
の
印
象
と
し
て
、「
日
常
生
活
の
足
と
し
て
の

シ
ク
ロ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
七
〇

年
代
に
は
シ
ク
ロ
が
「
庶
民
」
の
足
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
。
当
時
の
サ
イ
ゴ
ン
の
様
子
を
描
い
た
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
に
は
、
日
常
的
な
交
通
手
段
と
し
て
シ

ク
ロ
が
頻
繁
に
登
場
す
る
﹇e.g. 

近
藤
一
九
八
五
﹈。

「
ど
こ
へ
行
く
ん
だ
？
（
シ
ク
ロ
に
）
乗
ら
な
い
か
？  

街
中
を
案
内
す
る
よ
」

ベ
ト
ナ
ム
南
部
最
大
の
都
市
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の

ベ
ン
タ
イ
ン
市
場
周
辺
や
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
街
と
も
い

わ
れ
る
フ
ァ
ン
グ
ー
ラ
オ
・
デ
タ
ム
通
り
周
辺
を
歩

い
て
い
る
と
、
必
ず
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
、
シ
ク
ロ

の
運
転
手
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
。
シ
ク
ロ
と
は
、『
ベ

ト
ナ
ム
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
三
輪
車
。
足
で
こ

ぐ
タ
イ
プ
と
動
力
タ
イ
プ
が
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、（
観
光
）
客
を
乗
せ
る
シ
ク
ロ
は
「〝
所

定
〞
の
料
金
を
徴
収
し
て
客
を
運
ぶ
営
業
用
三
輪
車
」

と
位
置
づ
け
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
客
引
き
の
際

に
は
、
英
語
・
日
本
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
中
国
語
（
と

き
に
は
ベ
ト
ナ
ム
語
）
な
ど
の
言
語
が
用
い
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
観
光
と
い
う
文
脈
の
な
か

で
言
及
さ
れ
る
機
会
の
多
い
乗
り
物
、
シ
ク
ロ
を
題

材
と
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
筆
者
は
ベ
ト
ナ
ム
中
南

部
を
研
究
対
象
地
域
と
し
て
い
る
。
以
下
の
記
述
は
、

主
と
し
て
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
時
の
見
聞
に
基
づ

い
て
い
る
。

シ
ク
ロ
と
そ
の
印
象

一
九
九
五
年
に
『
シ
ク
ロ
』（
原
題
はC

yclo

）
と

い
う
映
画
が
フ
ラ
ン
ス
在
住
の
ベ
ト
ナ
ム
人
監
督
に

よ
っ
て
製
作
・
公
開
さ
れ
た
（
こ
の
作
品
は
一
九
九
五

最
後
に
、
第
三
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、「
観
光
客

を
主
た
る
営
業
対
象
と
す
る
シ
ク
ロ
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
旅
行
会
社
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
サ
イ
ト
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ツ
ア
ー
を
み

て
も
、
都
市
観
光
で
「
シ
ク
ロ
に
乗
る
こ
と
」
が

一
つ
の
目
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
十
分
に
う
か
が 

え
る
。
実
際
に
ハ
ノ
イ
で
は
、
五
つ
の
会
社
が

三
八
八
台
の
シ
ク
ロ
を
管
理
・
配
車
し
て
い
る
と
い

う
﹇V

nEconom
y, 12/10/2009

（w
eb

版
）﹈。

こ
れ
に
対
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
行
政
当
局
者
の
間

で
は
、
シ
ク
ロ
が
都
市
交
通
の
阻
害
要
因
と
し
て
も

認
識
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
や

ハ
ノ
イ
な
ど
の
都
市
中
心
部
で
は
、
シ
ク
ロ
の
乗
り

入
れ
禁
止
区
域
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ハ
ノ

イ
で
は
、
シ
ク
ロ
に
よ
る
交
通
渋
滞
の
悪
化
や
交
通

違
反
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
市
当
局
が
シ
ク
ロ
の
規

制
な
い
し
管
理
強
化
を
目
論
ん
で
い
る
と
い
う
。
現

時
点
で
結
論
は
出
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
シ
ク
ロ
禁

止
論
、
シ
ク
ロ
の
台
数
削
減
論
、
観
光
用
シ
ク
ロ
の

維
持
論
と
い
う
三
つ
の
論
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る

﹇V
nEconom

y, 12/10/2009

（w
eb

版
）﹈。

日
本
で
も
、
か
つ
て
、
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
以

降
、
輪
タ
ク
と
呼
ば
れ
る
三
輪
タ
ク
シ
ー
が
普
及
し

た
時
期
が
あ
り
、
似
た
よ
う
な
状
況
が
み
ら
れ
た
。

こ
の
輪
タ
ク
は
、
ハ
イ
ヤ
ー
や
タ
ク
シ
ー
、
オ
ー
ト

ハノイの街中で隊列を組むシクロ（写真提供：鈴木涼太郎）

Ho Chi Minh City

My Tho

Can Tho

Vinh Long

Chau Doc

Long Xuyen

VIETNAM
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1 観光客を乗せるシクロ（ホイアン）　2 市場前で客待ち
（ホーチミン）　3 エンジン付きシクロ（チョロン）　4 自転
車を運搬中（チョロン）

バ
イ
の
普
及
に
よ
っ
て
交
通
事
情
が
悪
化
す
る
な
か

で
、
走
行
速
度
が
遅
い
た
め
交
通
渋
滞
の
元
凶
の
一

つ
と
さ
れ
、次
第
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
と
い
う
﹇
安

原
ほ
か
編
著
二
〇
〇
八
：
五
﹈。

し
か
し
、
シ
ク
ロ
は
ベ
ト
ナ
ム
の
観
光
産
業
の
な

か
で
、
今
な
お
中
心
的
な
役
割
を
演
じ
続
け
て
い
る
。

な
ぜ
、
シ
ク
ロ
は
都
市
開
発
・
整
備
の
「
邪
魔
者
」

に
さ
れ
つ
つ
も
、
現
存
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以

下
で
は
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
も
う
一
つ
の
代
表
的
な
乗

り
物
で
あ
る
セ
ロ
イ
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
の
要
因
を

検
討
し
て
み
よ
う
。

シ
ク
ロ
事
始
め

手
元
に
一
冊
の
写
真
集
が
あ
る
。『
ア
ジ
ア
写
真

集
　
第
十
巻
　
イ
ン
ド
シ
ナ
写
真
集
』（
二
〇
〇
八
年
、

大
空
社
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
一
九
四
二
年
に
『
仏

領
印
度
支
那
写
真
集
』（
大
阪
商
船
株
式
会
社
）
と
し
て

出
版
さ
れ
た
写
真
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
二

年
出
版
の
底
本
に
は
、「
日
本
軍
が
フ
ラ
ン
ス
領
イ

ン
ド
シ
ナ
に
進
駐
し
た
も
の
の
、
当
該
地
域
に
関
す

る
基
礎
情
報
が
少
な
く
、
そ
れ
を
補
う
べ
く
出
版
し

た
」
と
の
出
版
社
側
の
意
図
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
同
写
真
集
の
写
真
は
、
一
九
四
〇
年
九

月
の
日
本
軍
に
よ
る
北
部
仏
印
進
駐
か
ら
一
九
四
二

年
ま
で
に
撮
影
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
『
イ

ン
ド
シ
ナ
写
真
集
』
を
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地

時
代
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
シ
ク
ロ
の
姿
が
映
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
支
配
下

に
あ
っ
た
サ
イ
ゴ
ン
（
現
在
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
）
や
ハ

ノ
イ
に
も
、
こ
の
時
期
と
前
後
し
て
シ
ク
ロ
が
存
在

し
て
い
た
と
仮
定
で
き
る
。

ま
た
、
一
九
五
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
世
界
文
化

地
理
体
系
　
第
九
巻
　
東
南
ア
ジ
ア
』
に
は
、
サ
イ

ゴ
ン
中
央
劇
場
（
現
在
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
劇
場
）
の
前
を

走
る
シ
ク
ロ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
﹇
今
西
ほ
か

監
修
一
九
五
五
：
一
九
一
﹈。
こ
う
し
て
み
る
と
、
ベ
ト

ナ
ム
に
お
け
る
シ
ク
ロ
は
、
少
な
く
と
も
五
〇
年
以

上
の
歴
史
を
有
す
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

シ
ク
ロ
は
、
そ
の
語
源
が
フ
ラ
ン
ス
語
のcyclo

に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、cyclo

と
い

う
単
語
は
そ
の
ま
ま
英
語
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

る
。『
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
英
語
辞
典（
第
二
版
）』（
小
学
館
）

で
は
、cyclo

が
「（
東
南
ア
ジ
ア
の
）
三
輪
タ
ク
シ
ー
、

輪
タ
ク
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
続
け
て
同
辞
典

に
は
「
フ
ラ
ン
ス
語
のcyclo-pousse

に
由
来
す
る
。

cyclo-

はcycle

（
モ
ー
タ
ー
ま
た
は
ペ
ダ
ル
を
つ
け
た
二

輪
ま
た
は
三
輪
車
）
を
表
す
連
結
形
、
こ
れ
にpousse

（pousse-pousse

「
人
力
車
」
の
短
縮
形
と
思
わ
れ
る
）
が

合
成
さ
れ
た
単
語
」
と
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、cyclo-pousse

が
省
略
さ
れ
、cyclo

と
な
り
、

そ
の
音
がxich lo

と
い
う
ベ
ト
ナ
ム
語
表
記
に
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

シ
ク
ロ
の
今

現
在
、
シ
ク
ロ
は
そ
の
利
用
形
態
に
よ
っ
て
大
き

く
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
。（
a
）
旅
行
会

社
や
ホ
テ
ル
と
契
約
し
て
観
光
客
を
乗
せ
る
シ
ク
ロ
、

（
b
）「
流
し
」
で
観
光
客
を
乗
せ
る
シ
ク
ロ
、（
c
）「
庶

民
」
の
足
と
し
て
の
シ
ク
ロ
、
で
あ
る
。
客
層
が
主

と
し
て
観
光
客
と
い
う
面
で
は
（
a
）
と
（
b
）
が
共

通
し
、料
金
支
払
い
方
法
と
い
う
面
で
は（
b
）
と（
c
）

が
類
似
し
て
い
る
。

（
a
）
は
、
旅
行
会
社
や
大
型
ホ
テ
ル
な
ど
で
予
約

で
き
る
。
こ
う
い
っ
た
シ
ク
ロ
は
、
原
則
と
し
て
定

額
料
金
で
、
隊
列
を
組
ん
で
走
行
す
る
。
ま
た
、
前

述
の
よ
う
に
市
内
観
光
の
一
部
に
シ
ク
ロ
で
の
移
動

が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
筆
者
は
こ
う
し
た

シ
ク
ロ
の
一
団
を
ホ
イ
ア
ン
、
ブ
ン
タ
ウ
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
の
各
都
市
で
確
認
し
た
。（
b
）
は
本
文
冒
頭

で
紹
介
し
た
よ
う
な
シ
ク
ロ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。
料

金
は
事
前
交
渉
制
と
な
る
。
こ
こ
で
「
所
定
の
料
金
」

の
「
所
定
」
と
は
、
あ
く
ま
で
当
事
者
間
で
合
意
に

達
し
た
料
金
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
必
ず
し
も
そ

れ
が
相
場
価
格
と
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。（
c
）

で
は
、
現
地
住
民
が
主
た
る
客
で
、
学
校
や
市
場
ま

で
の
行
き
帰
り
、
荷
物
の
運
搬
な
ど
に
シ
ク
ロ
が
利

用
さ
れ
る
。
料
金
は
事
前
交
渉
に
基
づ
き
、
相
場
価

格
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
こ
と
は
な
い
。

最
後
の
タ
イ
プ
の
シ
ク
ロ
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ

る
。
し
か
し
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
南
西
約
八
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
ミ
ト
ー
で
は
、
今
な
お
（
c
）

タ
イ
プ
の
シ
ク
ロ
が
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
ミ
ト
ー
で
は
都
市
化
が
あ
ま
り

進
ん
で
い
な
い
こ
と
、
シ
ク
ロ
と
観
光
が
直
接
的
に

連
関
し
て
い
な
い
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
近
接
し
て

い
る
と
い
う
ミ
ト
ー
の
立
地
が
都
市
化
の
進
展
を
阻

害
し
て
い
る
。
ミ
ト
ー
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
都
市

圏
内
、
衛
星
都
市
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
り
、
多

く
の
都
市
機
能
を
同
市
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
都
市
開
発
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
都
市
化
の
過
程
で
発
生
す
る
シ
ク
ロ

に
よ
る
交
通
渋
滞
の
悪
化
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
が

働
き
に
く
い
。
こ
の
「
都
市
化
の
遅
れ
」
が
（
c
）

タ
イ
プ
の
シ
ク
ロ
が
残
存
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
ミ
ト
ー
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

発
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ
ツ
ア
ー
の
中
継
地
と
な
っ
て
お

り
、
観
光
（
産
業
）
と
の
接
点
を
も
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
ツ
ア
ー
で
は
、
日
帰
り
プ
ラ

ン
が
そ
の
大
半
を
占
め
、
ツ
ア
ー
客
が
ミ
ト
ー
に
宿

泊
す
る
機
会
が
非
常
に
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
旅

行
者
が
ミ
ト
ー
市
内
を
観
光
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、「
観
光
客
＝
収
入
源
」
と
い
う
図
式
が
成
り

立
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
実
際
に
、
筆
者
（
つ

ま
り
、
外
国
人
な
い
し
観
光
客
）
が
ミ
ト
ー
の
街
中
を
歩

い
て
い
て
も
シ
ク
ロ
運
転
手
か
ら
客
引
き
さ
れ
る
こ

と
は
希
で
あ
る
。
ま
た
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
な
ど
一
部

の
都
市
の
シ
ク
ロ
で
は
、（
b
）
と
（
c
）
を
明
確
に

区
分
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

乗
り
物
の
文
化
圏

─
シ
ク
ロ
と
セ
ロ
イ

シ
ク
ロ
と
一
言
で
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が

み
ら
れ
る
。
客
席
が
前
に
付
い
た
三
輪
車
と
い
う
共

通
点
を
基
本
と
し
て
、
大
き
く
ハ
ノ
イ
タ
イ
プ
と
サ
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て
い
な
い
こ
と
に
非
常
に
強
い
衝
撃
を
受
け
た
。
カ

ン
ト
ー
と
い
う
町
の
景
観
の
一
部
で
あ
り
、
調
査
の

行
き
帰
り
に
利
用
し
た
り
、
友
人
と
一
緒
に
九
名
ほ

ど
で
乗
車
し
て
街
中
を
走
っ
た
り
、（
事
前
交
渉
制
の
）

料
金
を
め
ぐ
っ
て
運
転
手
と
言
い
争
い
に
な
っ
た
り
、

な
ど
筆
者
に
と
っ
て
カ
ン
ト
ー
で
の
滞
在
経
験
と
セ

ロ
イ
と
は
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。

カ
ン
ト
ー
に
着
い
た
日
の
午
後
、
友
人
と
食
事
を

し
て
セ
ロ
イ
の
話
を
聞
い
た
。
正
確
な
日
付
は
定
か

で
は
な
い
も
の
の
、
セ
ロ
イ
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
た

と
い
う
。
理
由
は
「
危
険
な
乗
り
物
で
あ
る
こ
と
、

（
渋
滞
な
ど
を
引
き
起
こ
し
）
都
市
化
の
阻
害
要
因
に
な

る
こ
と
」
な
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
筆
者
が
「
ど
う

し
て
も
見
た
い
」
と
い
う
と
、
友
人
は
苦
笑
し
な
が

ら
「
夜
に
な
れ
ば
見
ら
れ
る
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

事
実
、
警
察
が
積
極
的
に
取
り
締
ま
ら
な
い
夜
に
な

る
と
、
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
セ
ロ
イ
が
走
っ
て

い
た
。
い
ま
だ
に
需
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
消
え
ゆ
く
方
向
へ
進
ん
で
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

都
市
化
の
過
程
で
、
従
来
利
用
さ
れ
て
い
た
乗

り
物
が
「
近
代
」
と
い
う
枠
組
み
に
あ
て
は
ま
ら

な
い
と
い
う
理
由
で
行
政
当
局
に
よ
っ
て
「
排
除
」

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
は
、
シ
ク
ロ
と
セ
ロ
イ

は
同
じ
よ
う
な
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。
相
違
点
を
一
つ

か
と
い
え
ば
、
荷
物
運
搬
に
比
重
を
置
い
た
設
計

に
み
え
る
。
管
見
で
は
あ
る
が
、
オ
ー
ト
バ
イ
タ
イ

プ
の
セ
ロ
イ
は
、
テ
ィ
エ
ン
川
以
南
の
地
域
で
も
カ

ン
ト
ー
に
し
か
存
在
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
自

転
車
タ
イ
プ
の
セ
ロ
イ
は
、
カ
ン
ト
ー
で
は
観
察
で

き
ず
、
ロ
ン
ス
エ
ン
、
チ
ャ
ウ
ド
ッ
ク
、
ヴ
ィ
ン
ロ

ン
な
ど
の
町
で
確
認
で
き
た
。
た
だ
し
、
か
つ
て
は
、

カ
ン
ト
ー
で
も
自
転
車
タ
イ
プ
の
セ
ロ
イ
が
利
用
さ

れ
て
い
た
様
子
が
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
﹇
前
川

一
九
九
九
：
一
〇
九
﹈。
し
た
が
っ
て
、
カ
ン
ト
ー
で
は
、

自
転
車
タ
イ
プ
の
セ
ロ
イ
が
オ
ー
ト
バ
イ
タ
イ
プ
の

そ
れ
に
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、
車
体
の
細
か
な
違
い
が
あ
る
も
の
の
、

シ
ク
ロ
と
セ
ロ
イ
で
ベ
ト
ナ
ム
を「
線
引
き
」
す
る
と
、

テ
ィ
エ
ン
川
を
境
界
と
し
て
南
北
に
乗
り
物
の
文
化

圏
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

観
光
化
す
る
シ
ク
ロ
・
消
え
ゆ
く
セ
ロ
イ

二
〇
〇
九
年
八
月
、
六
年
ぶ
り
に
カ
ン
ト
ー
を
訪

れ
た
。
省
か
ら
中
央
直
属
市
へ
の
昇
格
、
カ
ン
ト
ー

橋
の
建
設
な
ど
に
よ
り
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
で
、

町
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
は
予
想
し

て
い
た
。
実
際
、
幹
線
道
路
が
拡
張
さ
れ
、
新
し
い

ホ
テ
ル
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
建
設
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
な
か
で
も
筆
者
は
、セ
ロ
イ
が
街
中
を
走
っ

ら
見
晴
ら
し
も
よ
く
、
観
光
に
は
向
い
て
い
る
。「
前

に
客
席
が
あ
る
た
め
、
交
通
事
故
の
際
に
ケ
ガ
を
し

や
す
い
」、「
前
に
客
が
乗
り
、
後
ろ
に
運
転
手
が
座

る
と
い
う
位
置
関
係
か
ら
、
植
民
地
主
義
的
乗
り
物

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
相
対
的
に
強
い
」
な
ど
と
も
い

わ
れ
る
が
、
観
光
と
い
う
面
で
は
運
転
席
と
客
席
の

位
置
関
係
が
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
た
た
め
、
シ
ク

ロ
は
観
光
に
適
応
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対

し
て
カ
ン
ト
ー
の
セ
ロ
イ
は
、都
市
化
の
過
程
で
「
排

除
」
さ
れ
、
観
光
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
も
脚
光
を
浴

び
な
か
っ
た
た
め
、
消
え
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
当
然

の
こ
と
で
あ
る
が
、
シ
ク
ロ
と
い
う
乗
り
物
に
「
ど

こ
か
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
」、「
ベ
ト
ナ
ム
の
都
市
観

光
の
代
名
詞
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
〝
刷
り
込
み
〞、

ツ
ア
ー
の
オ
プ
シ
ョ
ン
に
組
み
込
ん
で
い
っ
た
旅
行

会
社
の
戦
略
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

個
人
的
に
は
、
初
め
て
長
期
滞
在
し
た
地
の
乗
り

物
で
あ
り
、
思
い
出
も
多
い
セ
ロ
イ
の
ほ
う
が
好
き

で
あ
る
。
シ
ク
ロ
の
よ
う
に
観
光
や
、
そ
れ
と
は
別

の
社
会
文
化
的
な
文
脈
の
な
か
で
、
セ
ロ
イ
が
「
復

権
」
す
る
日
が
来
る
だ
ろ
う
か
。

イ
ゴ
ン
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
﹇
水
野
一
九
九
五
：
一
一
一

-

一
一
六
、
西
村
一
九
九
七
：
五
六
﹈。
両
者
を
比
較
す
る
と
、

客
席
の
位
置
（
高
さ
）、
前
後
の
車
輪
の
大
き
さ
、
車

幅
（
客
席
の
幅
）、
警
笛
の
有
無
な
ど
に
違
い
が
み
ら

れ
る
と
い
う
。
サ
イ
ゴ
ン
タ
イ
プ
は
、「
客
席
の
位
置

が
高
い
、
前
後
の
車
輪
が
同
じ
大
き
さ
、
車
幅
が
狭
い
、

警
笛
が
な
い
」
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
筆
者
が
こ
れ

ま
で
確
認
し
た
な
か
で
は
、
ブ
ン
タ
ウ
、
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
、
ミ
ト
ー
が
サ
イ
ゴ
ン
タ
イ
プ
の
シ
ク
ロ
、
ホ
イ

ア
ン
が
ハ
ノ
イ
タ
イ
プ
の
シ
ク
ロ
で
あ
っ
た
。

こ
の
シ
ク
ロ
は
、
ミ
ト
ー
の
南
、
テ
ィ
エ
ン
川

を
越
え
る
と
全
く
見
か
け
な
く
な
る
。
筆
者
は

一
九
九
九
年
に
初
め
て
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
た
が
、

そ
れ
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
テ
ィ
エ
ン
川
以
南
で

シ
ク
ロ
を
目
撃
し
て
い
な
い
。
シ
ク
ロ
の
代
わ
り
に
、

テ
ィ
エ
ン
川
以
南
域
で
は
セ
ロ
イ
と
い
う
乗
り
物
が

人
・
物
の
運
搬
に
使
わ
れ
て
い
る
。
セ
ロ
イ
は
、
二

輪
の
客
車
を
運
転
席
の
後
ろ
に
付
け
た
タ
イ
プ
の
乗

り
物
で
、
主
と
し
て
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
で
け
ん

引
す
る
（「
人
力
車
を
、
人
の
代
わ
り
に
自
転
車
や
オ
ー
ト

バ
イ
で
引
っ
張
る
」
と
考
え
る
と
わ
か
り
や
す
い
）。

オ
ー
ト
バ
イ
と
自
転
車
の
セ
ロ
イ
で
は
、
け
ん
引

す
る
客
車
の
形
態
が
異
な
る
。
オ
ー
ト
バ
イ
タ
イ

プ
の
客
車
は
、
人
が
乗
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
自
転
車
タ
イ
プ
の
客
車
は
、
ど
ち
ら

挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
セ
ロ
イ
は
観
光
化
に
対
応
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
シ
ク
ロ
は
観
光
に

適
応
し
、
今
な
お
ベ
ト
ナ
ム
の
町
を
疾
走
し
て
い
る
。

観
光
と
い
う
切
り
口
か
ら
み
る
と
、
シ
ク
ロ
と
セ
ロ

イ
の
違
い
つ
い
て
、
以
下
の
点
が
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、
そ
の
分
布
で
あ
る
。
シ
ク
ロ
は
、
ハ
ノ

イ
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と
い
う
ベ
ト
ナ
ム
の
二
大
都
市

を
含
む
領
域
に
分
布
し
て
い
る
。
多
く
の
旅
行
者
が

こ
の
二
つ
の
都
市
を
拠
点
と
し
て
観
光
す
る
。
ゲ
ス

ト
あ
っ
て
の
観
光
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
ゲ
ス
ト
が

滞
在
す
る
地
域
で
使
用
さ
れ
る
シ
ク
ロ
の
ほ
う
が
注

目
を
集
め
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
逆
に
セ
ロ
イ
は
、

観
光
客
の
目
に
は
と
ま
り
に
く
い
。

第
二
に
、
乗
り
物
の
速
度
で
あ
る
。
時
間

- 
空
間

の
圧
縮
と
い
わ
れ
る
現
代
社
会
の
な
か
で
、「
ス
ピ
ー

ド
が
出
な
い
」
と
い
う
特
徴
が
旅
行
者
の
興
味
を
ひ

く
。
シ
ク
ロ
を
「
速
度
が
遅
い
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

な
乗
り
物
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
実
際

に
、
オ
ー
ト
バ
イ
よ
り
も
自
転
車
程
度
の
ス
ピ
ー
ド

の
ほ
う
が
街
中
の
散
策（
市
内
観
光
）に
は
適
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
転
車
タ
イ
プ
の
セ
ロ
イ
も
あ
る
が
、
こ
ち

ら
は
先
述
の
よ
う
に
荷
物
運
搬
に
特
化
し
た
客
車
を

使
用
し
て
お
り
、
経
験
的
に
も
乗
り
に
く
い
。

第
三
に
、
乗
り
物
の
型
式
と
い
う
点
が
指
摘
で
き

る
。
シ
ク
ロ
は
、
客
席
が
前
に
つ
い
て
い
る
こ
と
か
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今
、
私
は
こ
の
文
章
を
出
張
の
た
め
に
乗
っ
た

航
空
機
の
座
席
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
書
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
書
く
と
何
か
特
別
な
こ
と
を
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
航
空
機
を
利

用
し
て
移
動
す
る
人
々
の
間
で
こ
の
よ
う
な
光
景
は
、

も
は
や
一
般
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
証

拠
に
、
今
日
、
航
空
機
の
出
発
・
離
陸
時
、
そ
し
て

到
着
・
着
陸
時
に
は
、
必
ず
「
航
空
機
の
計
器
に
影

響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
パ
ソ
コ
ン
等
電
子
機

器
の
電
源
を
お
切
り
に
な
り
、
ご
使
用
を
お
控
え
く

だ
さ
い
」
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
。

ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
就
航
以
来
、
航
空
機
を
利

用
し
た
移
動
そ
の
も
の
は
、
決
し
て
特
別
な
も
の

で
は
な
く
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
近
年

の
ロ
ー
コ
ス
ト
・
エ
ア
ラ
イ
ン
の
登
場
、
エ
ア
バ
ス

A
3
8
0
と
い
っ
た
超
大
型
旅
客
機
の
開
発
と
導
入

な
ど
に
よ
っ
て
、
航
空
機
に
よ
る
移
動
は
、
す
で
に
、

そ
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
わ
れ
わ
れ
が
移
動
を
す
る

際
に
利
用
す
る
乗
り
物
の
中
で
重
要
性
を
増
し
て
い

る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
航
空
機
を
利
用
し
た
移

動
の
結
節
点
で
あ
る
空
港
と
い
う
空
間
も
ま
た
、
わ

れ
わ
れ
に
と
っ
て
必
ず
し
も
特
別
な
も
の
で
は
な
く

な
っ
て
き
た
。
空
港
は
、
も
は
や
あ
く
ま
で
も
移
動

の
た
め
の
通
過
点
に
し
か
す
ぎ
ず
、
特
段
の
意
味
の

あ
る
空
間
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
空
港
と
い
う
空
間
が
も
つ
意
味
を
よ

　トランスナショナル空間として  の空港のための覚え書き 
　　　　　  文・写真 大橋健一 昨今盛り上がりをみせる空港をめぐる話題の多くは、グローバル競争の中で

いかに効率と機能性の高いインフラとしての空港を作り出すかという点に集中している。

しかし、移動する主体としてのわれわれにとって空港とはいかなる意味をもつ空間なのか。

空港という空間を通して移動を加速化させる現代社会のありようを考える。
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く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
加
速
度
的
に
移
動
を
繰
り

返
す
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
実
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
形
で
特

別
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
と
も
思
わ
れ
る
の
だ
。
他
方
で
、
今
日
の
空
港
は

さ
ら
に
別
の
形
へ
も
進
化
し
続
け
て
お
り
、
中
に
は
、

移
動
の
た
め
の
通
過
点
ど
こ
ろ
か
、
た
と
え
ば
、
中

部
国
際
空
港
セ
ン
ト
レ
ア
の
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
が

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
化
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
化
す
る

状
況
さ
え
出
現
し
て
い
る
。
空
港
が
、
航
空
機
に
乗

る
た
め
に
向
か
う
場
所
で
は
な
く
、
そ
れ
じ
た
い
が

集
客
施
設
に
さ
え
な
っ
て
い
る
も
の
さ
え
登
場
し
は

じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
空
港
は
以
前

と
は
全
く
異
な
っ
た
意
味
に
お
い
て
、
ま
た
「
特
別

な
」
場
所
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

空
港
と
は
い
か
な
る
空
間
な
の
か

先
頃
、日
米
間
の
航
空
協
議
で
航
空
自
由
化
（
オ
ー

プ
ン
ス
カ
イ
）
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
実
質
合
意
さ

れ
た
と
の
報
道
に
接
し
た
。
羽
田
空
港
の
新
滑
走
路

建
設
と
成
田
空
港
と
の
国
際
航
空
路
線
設
定
枠
組
み

の
再
編
成
、
関
西
国
際
空
港
の
位
置
づ
け
の
見
直
し
、

さ
ら
に
は
日
本
航
空
の
経
営
再
建
問
題
等
々
、
こ
の

と
こ
ろ
空
港
や
空
の
乗
り
物
を
め
ぐ
る
話
題
が
さ
か

ん
に
社
会
を
賑
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
っ

て
激
し
さ
を
増
す
熾
烈
な
経
済
の
国
際
間
競
争
と
い

う
事
情
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
空
港
や

航
空
産
業
を
め
ぐ
る
戦
略
は
、
こ
の
競
争
に
い
か
に

参
画
し
、
そ
こ
で
い
か
に
有
利
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲

得
し
う
る
か
と
い
う
問
題
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
て
み
た
い
移
動
者
と
し
て

の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
空
港
が
も
つ
意
味
を
考
え
る

作
業
と
は
、
上
述
の
よ
う
な
文
脈
に
直
接
的
に
則
っ

た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
考
え
て
み
た

い
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
背
景
と
い
う
点

で
は
深
く
関
連
し
つ
つ
も
、
移
動
す
る
主
体
と
し

て
の
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
空
港
と
い
う
空
間
に
お
い

て
い
か
な
る
経
験
を
し
て
い
る
の
か
、
空
港
と
い
う

空
間
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
い
か
な
る
存
在
な
の
か
、

移
動
が
加
速
化
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
空
港
と
は

い
か
な
る
空
間
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
先
ほ

ど
進
化
し
続
け
る
空
港
の
姿
に
も
若
干
触
れ
た
が
、

以
下
で
は
移
動
、
と
り
わ
け
国
境
を
越
え
る
移
動
の

結
節
点
と
し
て
の
空
港
と
い
う
、
そ
の
よ
り
基
本
的

な
性
格
に
つ
い
て
中
心
的
に
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ

は
、
空
港
の
意
味
を
考
え
る
作
業
が
、
単
に
空
港
と

い
う
場
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
に
お
い
て
観
光
を
は
じ
め
と

す
る
多
様
な
形
で
の
移
動
を
織
り
込
み
な
が
ら
生
き

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
代
社
会
の
わ
れ

わ
れ
を
取
り
巻
く
状
況
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
も
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
だ
。

通
過
と
滞
留

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
の
監
督
作
品
に

『
タ
ー
ミ
ナ
ル
（�

e Term
inal

）』（
二
〇
〇
四
年
）
と

い
う
映
画
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向

か
う
た
め
航
空
機
に
乗
っ
て
出
発
し
た
直
後
、
主
人

公
の
母
国
で
政
権
崩
壊
が
発
生
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
が

無
効
状
態
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
入
国
に
必
要
な
ビ
ザ

も
取
り
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
本
人
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
に
到
着
し

た
も
の
の
ア
メ
リ
カ
に
入
国
で
き
ず
、
ま
た
母
国
に

も
戻
れ
な
い
状
態
に
な
り
、
空
港
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・

エ
リ
ア
で
「
生
活
」
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

人
物
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
同
様
の
物
語
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
リ
オ
レ
監
督
の
作
品
『
パ

リ
空
港
の
人
々
（Tom

bés du ciel

）』（
一
九
九
三
年
）

で
も
扱
わ
れ
て
い
る
。
航
空
機
に
よ
る
移
動
の
途

中
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
盗
ま
れ
た
た
め
、
到
着
し
た
パ

リ
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
空
港
内
に
足
止
め
さ
れ
、

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
人
物
の
物
語
だ
（
こ
の
作
品
は
実
際
に
身
分
証
を

紛
失
し
た
た
め
パ
リ
の
空
港
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
か

ら
出
ら
れ
ず
、
そ
こ
で
長
期
間
生
活
を
し
て
い
る
難
民
の
実

話
に
基
づ
い
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
）。

物
理
的
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ
に
存
在
し
て

い
な
が
ら
も
、
法
的
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ
に
存

在
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
宙
づ
り
状
態
に

あ
る
空
間
が
空
港
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
と
も
な
っ
て

加
速
度
的
に
移
動
の
頻
度
を
高
め
て
い
る
今
日
の
わ

れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
な
い
限
り
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
的
感
覚
の
中
、
移
動

は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
れ
ば
行
わ
れ
る
程
、
以
前
に

比
べ
ボ
ー
ダ
ー
（
国
境
）
に
対
す
る
感
覚
は
希
薄
化
し

て
お
り
、
そ
の
意
味
で
空
港
は
単
な
る
移
動
の
通
過

点
で
し
か
な
い
と
い
う
感
覚
も
生
ま
れ
る
。
し
か
し
、

上
記
の
映
画
の
物
語
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
化
が
叫
ば
れ
る
今
日
に
お
い
て
も
な
お
空
港
に

は
厳
然
と
し
た
法
的
な
ボ
ー
ダ
ー
が
存
在
す
る
と
同

時
に
、
他
方
、
空
港
内
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
は

ど
こ
に
も
属
さ
な
い
場
所
で
も
あ
る
と
い
う
状
況
を

示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
「
滞
留
」
と
い
う

形
で
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
人
々
の
存
在
を

描
い
た
の
が
こ
れ
ら
の
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

空
港
の
「
場
所
」
性
を
め
ぐ
っ
て

「
ど
こ
に
も
属
さ
な
い
場
所
」
と
し
て
の
空
港
を
め

2

1

2

3

6

4 5
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方
が
混
在
し
な
が
ら
複
雑
な
意
味
空
間
が
構
成
さ
れ

て
い
る
。

例
え
ば
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル
＝
仁
川
国
際
空
港
に
は
、

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
客
の
た
め
に
韓
国
の
「
伝
統
文
化
」

体
験
を
無
料
で
提
供
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て

い
た
。
ま
た
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
＝
ス
ワ
ン
ナ
プ
ー

ム
国
際
空
港
に
は
、
タ
イ
を
表
象
す
る
巨
大
な
神

像
や
伝
統
家
屋
を
模
し
た
パ
ビ
リ
オ
ン
等
が
各
所
に

設
け
ら
れ
て
い
た
。
空
港
は
一
種
の
文
化
的
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
展
示
場
と
い
っ
た
趣
で
あ
っ
た
。
他

方
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
に
は
、
国
際
的
に
高

い
知
名
度
を
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
品
を
扱
う
免
税
品
店
が

軒
を
並
べ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
広
告
が
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
に
掲
出
さ
れ
て
い
た
。
空
港
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
商
業
活
動
の
た
め
の
展
示
・
舞
台
装
置
で
も
あ

る
の
だ
。
最
も
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
あ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
金
融
企
業
が
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ブ
リ
ッ
ジ
に
大

き
く
掲
出
し
て
い
た
広
告
に
書
か
れ
て
い
た
「�

e 

w
orld's local bank

」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
・
コ
ピ
ー

で
あ
る
。
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
と
の
関
わ
り
を

持
ち
つ
つ
移
動
を
繰
り
返
す
、
あ
る
い
は
、
移
動
を

繰
り
返
し
な
が
ら
も
場
所
と
の
関
わ
り
を
持
ち
続
け

て
い
る
今
日
の
わ
れ
わ
れ
へ
向
け
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
コ
ピ
ー
は
き
わ
め
て
象
徴

的
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
た
。

ラ
ス
利
用
者
専
用
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
カ
ウ
ン
タ
ー
、

優
先
検
査
レ
ー
ン
、
優
先
搭
乗
口
、
待
合
室
な
ど
も

存
在
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
包
摂
と
排
除
が
、
複

雑
に
展
開
し
て
い
る
空
間
が
空
港
だ
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
上
述
の
「
エ
ア
・
サ
イ
ド
」
に
は
、
多
く

の
免
税
品
店
が
存
在
す
る
。
空
港
の
免
税
品
店
の
み

が
免
税
に
よ
る
商
品
購
入
の
場
で
は
な
く
な
っ
て
い

る
が
、空
港
で
の
「
免
税
」
と
い
う
言
葉
の
響
き
に
は
、

そ
こ
が
同
じ
空
港
の
建
物
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
そ

し
て
、
ま
だ
そ
の
土
地
を
飛
び
立
っ
て
い
な
い
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
搭
乗
手
続
き
を
し
て
い
る
時
と
は
、

全
く
異
な
っ
た
意
味
の
領
域
に
存
在
し
て
い
る
と
い

う
感
覚
や
経
験
を
わ
れ
わ
れ
に
も
た
ら
す
。

さ
ら
に
、
今
回
の
出
張
の
最
中
、
い
く
つ
か
の
空

港
で
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
中
に
気
づ
い
た
こ
と
で
あ
る

が
、
空
港
は
、
あ
る
土
地
へ
の
到
着
地
点
と
出
発
地

点
と
い
う
相
反
す
る
性
格
を
共
に
備
え
た
場
所
で

あ
る
と
同
時
に
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
と
い
う
形
で
そ
の

土
地
を
バ
イ
パ
ス
す
る
通
過
地
点
で
も
あ
る
。
こ
れ

ら
の
性
格
が
混
在
し
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
に
は
、
一
方
で
、
そ
の
空

港
の
存
在
す
る
土
地
に
関
わ
る
「
ロ
ー
カ
ル
」
な
文

化
的
表
象
、
他
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
活
発
に
事
業
展
開
す
る
企
業
が
提
供
す
る
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
な
広
告
の
双

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
空
間
と
し
て
の
空
港

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
要
請
す
る
熾
烈
な
国
際
競
争
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
、
い
か
に
効
率
性
と
機
能
性

を
高
め
た
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
空

港
を
作
り
出
す
か
。
　

昨
今
の
空
港
を
め
ぐ
る
話
題
の
論
点
の
多
く
は
、

こ
の
点
に
集
中
し
て
い
る
。
し
か
し
、
空
港
と
い
う

空
間
の
意
味
を
別
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
そ

こ
に
は
わ
れ
わ
れ
が
生
き
る
現
代
社
会
の
特
徴
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。

空
港
は
、
単
な
る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
そ

の
運
営
と
い
う
問
題
を
は
る
か
に
越
え
た
存
在
で
あ

る
。
移
動
に
よ
っ
て
大
き
く
特
徴
づ
け
ら
れ
る
現
代

社
会
に
お
け
る
空
港
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
、
ロ
ー
カ
ル
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
レ
ベ
ル
の
領
域
が
複
雑
に
交
錯
し
、
そ
れ
ら
が
交

差
す
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
あ
る
い
は
ト
ラ
ン
ス
ロ
ー

カ
ル
）
な
空
間
、
す
な
わ
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
の

境
界
が
重
層
化
す
る
と
共
に
、
越
境
的
な
場
所
な
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
確
実
に
現
代
を
生
き
る
わ
れ
わ

れ
を
象
徴
す
る
重
要
な
場
所
の
ひ
と
つ
に
違
い
な
い
。

参
考
文
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ぐ
っ
て
は
、
空
港
が
物
理
的
に
は
あ
る
地
理
的
位
置

を
持
ち
な
が
ら
、
社
会
的
に
は
、
そ
の
地
理
的
位
置

に
関
す
る
歴
史
・
文
化
・
社
会
的
な
意
味
と
の
関
係

性
を
持
た
な
い
空
間
、
す
な
わ
ち
「
非- 
場
所
（non-

place

）」と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
空
港
を
単
に
そ
の
よ
う
な
き
わ
め
て
抽

象
的
な
空
間
と
し
て
の
み
捉
え
て
し
ま
う
の
は
や
や

早
計
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
空
港
に
関
す

る
考
察
を
単
に
文
字
通
り
「
通
過
」
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
く
、
具
体
的
な
経
験
に
基
づ
き
な
が
ら
改
め

て
意
識
的
に
行
っ
て
み
る
と
、
実
は
そ
こ
が
い
く
つ

か
の
異
な
る
領
域
が
複
雑
に
入
り
込
み
な
が
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
空
間
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

お
そ
ら
く
最
も
一
般
的
な
も
の
は
、「
エ
ア
・
サ
イ

ド
」
と
呼
ば
れ
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
、
出
発

ゲ
ー
ト
、
待
合
室
な
ど
が
あ
る
領
域
と
、「
ラ
ン
ド
・

サ
イ
ド
」
と
呼
ば
れ
る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
カ
ウ
ン
タ
ー

や
到
着
ホ
ー
ル
な
ど
が
あ
る
領
域
か
ら
構
成
さ
れ
る

と
い
う
理
解
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
法
的
な
観
点
か
ら

も
空
港
は
、
複
数
の
異
な
る
法
律
や
条
約
、
規
則
な

ど
が
重
な
り
合
い
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
的
な
ボ
ー

ダ
ー
に
よ
っ
て
複
雑
に
重
複
し
つ
つ
区
分
さ
れ
る
諸

領
域
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
保
安
検
査
、
出

入
国
管
理
、
検
疫
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
上
級
ク

ソウル仁川国際空港のトランジット
エリアにある「韓国伝統文化体験セ
ンター」では、伝統音楽のパフォー
マンスが定期的に行われている。



25 24



27 26「交流文化」フィールドノート

学
生
の
観
察
力
と
思
考
力
を
鍛
え
る
た
め
に

杜
国
慶

　
本
ゼ
ミ
で
は
毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て
海
外
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
海
外
で
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
の
最
大
の
目

的
は
、
海
外
の
観
光
地
を
通
し
学
生
の
見
聞
を
広
げ
る
こ
と

で
あ
る
。
言
葉
や
習
慣
な
ど
数
多
く
の
不
自
由
を
感
じ
ら
れ

る
海
外
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
克
服
し
て
調
査
す
る
こ
と

は
、
学
生
に
と
っ
て
成
長
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
不
可
欠

の
刺
激
と
考
え
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
末
か
ら
一
一

月
の
頭
に
か
け
て
、
世
界
遺
産
「
麗
江
古
城
」
（
中
国
雲
南

省
）
に
て
旧
市
街
の
商
業
化
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
木

造
住
宅
と
幅
狭
い
迷
路
状
の
石
畳
み
路
地
で
ナ
シ
族
の
風

情
が
溢
れ
る
旧
市
街
地
は
、
一
九
九
七
年
に
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
以
来
、
観
光
化
と
観
光
開
発
が
進
み
、
住
宅
と
し

て
使
わ
れ
て
き
た
が
民
家
が
店
舗
ま
た
は
民
宿
と
し
て
転

用
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
数
名
の
学
生
が
一
〇
〇
〇
余
軒
の
店

舗
を
対
象
と
し
て
、
各
自
が
担
当
す
る
五
〇
余
軒
の
店
舗

を
住
所
で
探
し
出
し
、
経
営
内
容
と
家
屋
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
調
査
し
た
。
言
葉
さ
え
通
じ
な
い
環
境
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
調
査
は
す
べ
て
学
生
の
観

察
力
に
任
せ
る
。
観
察
で
問
題
を
発
見
し
、
さ
ら
に
そ
の
問

題
を
解
い
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
の
観
察
力
と
思
考

力
を
鍛
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
海
外
調
査
の
機
会
を
利
用
し
、
ゼ
ミ
生
に
現
地
の
人
々
と

触
れ
合
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
も
重
大
な
意
義
を
も
つ
。

麗
江
古
城
で
は
、
現
地
師
範
学
校
の
英
語
ク
ラ
ス
の
大
学
生

と
懇
談
会
を
開
催
し
た
。
言
葉
の
壁
で
ど
れ
だ
け
話
が
弾
む

か
心
配
し
て
い
た
が
、
や
は
り
若
者
同
士
に
は
片
言
の
英
語

と
漢
字
の
筆
談
だ
け
で
会
場
が
盛
り
上
が
っ
た
。
海
外
調
査

は
文
化
交
流
の
場
で
も
あ
っ
た
と
実
感
し
た
。

　
二
〇
〇
九
年
、
三
年
ゼ
ミ
の
現
地
調
査
は
国
内
で
実
施
し

た
。
現
地
で
長
崎
市
役
所
観
光
課
の
方
に
市
の
観
光
開
発
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
「
長
崎
さ
る
く
」
の
散
策
コ
ー
ス
に

も
参
加
し
、
長
崎
の
観
光
に
つ
い
て
実
際
に
体
験
し
た
。
多

種
多
様
な
観
光
資
源
が
存
在
す
る
長
崎
市
を
対
象
に
、
ゼ
ミ

生
が
自
主
的
に
関
心
を
も
つ
テ
ー
マ
を
提
起
し
て
グ
ル
ー
プ

を
組
ん
で
調
査
し
た
。
調
査
内
容
は
今
ま
で
勉
強
し
て
き
た

観
光
学
の
知
識
を
活
か
し
た
も
の
で
、
異
国
情
緒
と
食
文
化
、

五
島
列
島
の
巡
礼
な
ど
の
観
光
資
源
の
み
な
ら
ず
、
観
光
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
観
光
施
設
と
政
策
に
も
及
ん
だ
。
特
に
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
調
査
班
は
、
実
践
的
に
車
い
す
を
利
用
し
て

「
長
崎
さ
る
く
」
コ
ー
ス
を
廻
っ
て
検
証
し
た
。
問
題
意
識

を
も
ち
、
現
地
で
知
識
を
再
確
認
し
な
が
ら
新
し
い
も
の
を

発
見
す
る
こ
と
も
、
本
ゼ
ミ
現
地
調
査
の
狙
い
で
あ
ろ
う
。

Field note 10
「交流文化」フィールドノート

調
査
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長
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さ
る
く
」

杜
国
慶
研
究
室

Fie ld wo rk

Field note 10



29 28「交流文化」フィールドノート 28

1 商業化が進み、店舗林立の麗江古城　2 玉龍雪山が
見える麗江古城　3 麗江古城内にて　4 現地大学生と
の懇談会

麗江古城の水路と路地の分布

Field note 8

思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
合
宿
三
日
目
の
麗
江
古

城
散
策
で
す
。
朝
凍
え
る
よ
う
な
寒
さ
の
中
歩
き
だ
し

て
、
初
め
て
町
並
み
を
見
た
と
き
の
衝
撃
を
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。
石
畳
の
道
、
瓦
屋
根
の
家
並
み
、
赤
提
灯
や
東

巴
文
字
、
民
族
衣
装
を
着
た
人
た
ち
が
歩
い
て
い
ま
し
た
。

午
前
中
に
杜
先
生
に
案
内
さ
れ
て
古
城
内
を
歩
き
回
り
、

午
後
か
ら
の
古
城
調
査
の
た
め
に
、
道
を
覚
え
よ
う
と
必

死
で
し
た
。
町
並
み
に
見
と
れ
て
写
真
を
撮
っ
て
ば
か
り

い
た
た
め
、あ
ま
り
覚
え
ら
れ
ず
、午
後
は
調
査
時
間
い
っ

ぱ
い
ま
で
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
人
で
調
査
を
開

始
し
て
、
や
っ
と
自
分
の
担
当
の
巷
を
見
つ
け
た
も
の
の
、

五
年
前
ま
で
あ
っ
た
お
店
と
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
て

大
変
で
し
た
。（
百
溪
道
子
）

今
回
の
合
宿
で
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
現
地
へ
行
く
と

実
際
思
っ
て
い
た
も
の
と
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私

は
麗
江
古
城
の
五
一
街
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、
調
べ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
が
観
光
開
発
の
あ
ま
り
進
ん
で
い
な

い
地
域
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
実

際
に
五
一
街
へ
行
く
と
観
光
客
を
相
手
に
し
た
土
産
品
を

売
る
店
が
並
び
、
他
の
通
り
と
比
べ
る
と
少
な
い
も
の

の
観
光
客
が
多
く
歩
い
て
い
ま
し
た
。
観
光
に
よ
っ
て
地

域
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
変
わ
る
の
だ
と
感
じ
た
の
で
す
。
ま

た
、
空
間
利
用
調
査
で
も
、
古
城
の
変
化
を
感
じ
ま
し
た
。

調
査
し
て
み
る
と
多
く
の
店
が
変
わ
っ
て
い
て
、
新
た
に

開
店
し
て
い
る
店
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
新
た
に
開
店
し

た
店
の
ほ
と
ん
ど
が
土
産
店
で
し
た
。（
澁
谷
和
樹
）

初
め
て
町
並
み
を

見
た
と
き
の
衝
撃
　

初
め
て
の
ゼ
ミ
合
宿
で
、
行
く
前
に
は
色
々
と
不
安
で

し
た
。
し
か
し
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
毎
日
が
と
て
も
充

実
し
て
い
て
、
あ
っ
と
い
う
間
の
七 

日
間
で
し
た
。
麗

江
古
城
の
第
一
印
象
は
、
映
画
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」

の
よ
う
だ
な
と
い
う
も
の
で
し
た
。
古
城
内
は
本
当
に
迷

路
の
よ
う
で
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
い
ま
い
ち
把
握

で
き
て
い
な
い
状
態
な
が
ら
も
歩
い
て
い
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。
調
査
の
時
に
は
一
人
で
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
担
当
区
域
に
た
ど
り
着
け
る
の
か
と

い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
途
中
で
偶
然
先
輩
に
会
い
、

少
し
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
や
は
り
わ
か
ら
ず
、
そ

の
後
も
必
死
に
何
人
も
の
中
国
人
の
方
に
聞
い
た
り
し
て

探
し
ま
し
た
。（
佐
藤
綾
香
）

迷
路
の
よ
う
な

麗
江
古
城

観
光
に
よ
っ
て

地
域
が
変
わ
る

世界遺産
「麗江古城」
（中国雲南省）
旧市街の商業化に
ついての調査を行う

2008 年10月30日～11月5日

10月30日　昆明泊
	 成田発〜昆明着

10月31日　麗江泊
	 世界地質公園石林見学

11月1日 麗江泊
	 麗江古城見学・調査

11月2日　麗江泊
	 午前  虎跳峡観光開発見学
	 午後  �拉市海周辺観光開発見学、	

乗馬体験
	 夜　  麗江市中学校 奨学金授与式

11月3日　麗江泊
	 玉龍雪山周辺観光開発見学

11月4日　昆明泊
	 午前  麗江発  昆明着
	 午後  雲南大学民族博物館見学

11月5日
	 昆明発〜成田着  空港解散

日 程

1 2

3 4

Field note 10
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異
国
班
と
し
て
長
崎
の
異
国
情
緒
を
ど
の
よ
う
な
と

こ
ろ
に
感
じ
る
の
か
調
査
を
し
ま
し
た
。
調
査
は
オ
ラ
ン

ダ
坂
、
東
山
手
地
区
、
大
浦
天
主
堂
、
グ
ラ
バ
ー
園
、
眼

鏡
橋
な
ど
。
前
も
っ
た
知
識
が
異
国
を
感
じ
さ
せ
る
要
因

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、

オ
ラ
ン
ダ
坂
は
一
見
普
通
の
坂
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
知
識
を
も
っ
て
坂
を
見
る
と
、
異
国
を
感
じ
る
の

で
は
な
い
か
。
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
東
山
手
地
区
に

あ
る
地
球
館
で
す
。
東
山
手
洋
風
住
宅
の
一
棟
で
、
様
々

な
外
国
人
の
方
が
料
理
を
提
供
し
た
り
、
英
会
話
教
室

を
ひ
ら
い
た
り
と
い
う
国
際
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

洋
館
を
う
ま
く
生
か
し
た
使
い
方
で
観
光
客
を
呼
ぶ
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。（
大
道
奈
保
子
）

二
〇
〇
七
年
、「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連

遺
産
」
は
U
N
E
S
C
O
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
登

録
さ
れ
、
長
崎
県
は
今
後
の
正
式
登
録
へ
向
け
て
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
関
連
遺
産
は
周
辺
の
離
島

に
も
分
布
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
遺
産
は
、
長

崎
の
離
島
を
訪
れ
る
観
光
客
に
対
し
て
、
島
の
自
然
景

観
や
ア
ク
テ
ビ
テ
ィ
に
偏
り
が
ち
な
他
の
離
島
観
光
と
の

差
別
化
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
教
会
群

を
利
用
し
た
観
光
活
動
に
つ
い
て
は
、
正
式
に
世
界
遺
産

登
録
が
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
影
響
は
必
ず
し
も
良
い
も
の
ば

か
り
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
持
つ
、
遺
産
を
「
保
存
す
る
」
側
面
と
観
光
化
の

矛
盾
を
感
じ
ま
し
た
。（
三
嶋
千
晶
）

長
崎
の
異
国
情
緒
を

ど
こ
に
感
じ
る
か

長
崎
原
爆
資
料
館
、
爆
心
地
公
園
、
平
和
公
園
の
三

つ
の
長
崎
原
爆
投
下
に
関
す
る
観
光
コ
ー
ス
（
以
後
、『
平

和
コ
ー
ス
』
と
略
す
る
）
に
お
け
る
車
椅
子
利
用
の
観
光

者
へ
の
利
便
性
を
検
証
し
た
。
実
際
に
学
生
が
車
椅
子

に
乗
り
平
和
コ
ー
ス
を
観
光
す
る
こ
と
に
よ
り
検
証
を
試

み
た
。
結
果
、
評
価
す
べ
き
点
と
し
て
、
各
施
設
内
で
の

車
椅
子
の
移
動
は
大
変
配
慮
さ
れ
て
い
て
不
便
は
感
じ

ら
れ
な
か
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
、
他
の
施
設
に
移
動

す
る
に
際
に
困
難
な
箇
所
が
あ
っ
た
こ
と
。
例
え
ば
、
施

設
間
の
道
が
急
斜
の
た
め
安
全
に
移
動
す
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。ま
た
、所
々
階
段
し
か
無
い
箇
所
が
あ
っ
た
。

同
伴
者
が
い
る
か
ど
う
か
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
定
義
も

変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。（
蜂
巣
修
生
）

車
椅
子
利
用
の

観
光
者
へ
の
利
便
性

遺
産
の
保
存
と

観
光
化
の
矛
盾

2009年度
「長崎さるく」
散策コース体験
バリアフリー検証調査を

実施する

2009年9月14日～16日

9月14日　移動・見学
	 午前　�羽田発長崎到着後	

ホテルへ移動	
中華街見学

	 午後　�長崎市役所観光課訪問	
「さるく」観光コース体験

9月15日　グループ別調査
	 グループ1　バリアフリー観光
	 グループ2　食文化
	 グループ3　異国情調
	 グループ4　五島の教会
	 夜　ホテルにて報告会

9月16日　見学・移動
	 午前　�長崎発佐世保着	

九十九島クルージング
	 午後　�四ヶ町商店街見学・	

佐世保バーガー体験	
石岳動植物園、	
石岳展望台散策

	 夜　　長崎発羽田着

日 程

6

1 2

3

4

5

1 バリアフリーの検証調査風景　2 「長崎さるく」コースを体
験する　3 長崎市役所観光課職員の説明を聞く　4 グラバー
園　5 ゼミの調査報告集　6 長崎は坂が多い
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オランダで生まれたヨットは、いつ、どのようにして

アジアや日本に入ってきたのだろうか。

またアジアの人々はどのようにしてヨットを受け入れたのだろうか。

19世紀以降にアジア各地で結成されたヨットクラブを通して

伝播と受容のプロセスを探る。

アジアにおける
ヨットの伝播と受容

文 佐藤大祐

ま
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
王
侯
貴
族
の
み
が
愛
好
す
る

ス
ポ
ー
ツ
だ
っ
た
。

し
か
し
、
ヨ
ッ
ト
の
船
上
で
ひ
と
た
び
嵐
が
来
れ

ば
、
強
烈
な
船
酔
い
に
襲
わ
れ
る
。
そ
ん
な
中
で
も

船
長
の
命
令
一
下
、
操
船
の
た
め
に
自
ら
を
鼓
舞
し

て
起
き
上
が
り
、
大
波
が
襲
う
船
上
で
ズ
ブ
濡
れ
に

な
り
な
が
ら
帆
を
降
ろ
し
、
激
し
く
揺
れ
る
船
内
で

は
両
手
両
足
で
体
を
支
え
な
が
ら
海
図
を
読
む
の
で

あ
る
。
ま
さ
に
、「
き
つ
い
・
汚
い
・

危
険
」
な
3
K
の
世
界
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
格
式
や
享
楽
の
一

方
で
、
苦
闘
や
激
務
と
い
う
相
反

す
る
も
の
を
具
有
す
る
特
徴
は
、

近
代
ス
ポ
ー
ツ
に
共
通
す
る
も
の

だ
ろ
う
。
使
わ
れ
る
用
具
や
ル
ー

ル
、
競
技
場
な
ど
が
世
界
的
に
統

一
さ
れ
た
規
則
に
よ
っ
て
厳
格
に

規
定
さ
れ
て
い
る
近
代
ス
ポ
ー
ツ

は
、
近
代
思
想
や
近
代
産
業
と
と

も
に
、
英
米
の
植
民
地
統
制
や
キ

リ
ス
ト
教
化
の
道
具
と
し
て
、
世

界
中
に
伝
播
し
た
と
い
う
側
面
を

持
つ
（
グ
ッ
ト
マ
ン 

一
九
九
七
）。
特

に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
エ

リ
ー
ト
養
成
の
場
で
あ
っ
た
パ

ヨ
ッ
ト
の
世
界

「
ヨ
ッ
ト
」
と
言
う
と
、
お
金
持
ち
が
船
上
で
グ
ラ

ス
を
片
手
に
談
笑
し
て
い
る
、
優
雅
な
世
界
を
思

い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
当
た
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、

間
違
っ
て
い
る
部
分
も
大
き
い
。
確
か
に
、
ヨ
ッ
ト

は
オ
ラ
ン
ダ
で
生
ま
れ
た
一
七
世
紀
以
降
あ
る
時
期

ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
植
民
地
を
統
治
す

る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
人
格
形
成
に
役
立
つ
も
の

と
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー
や
漕
艇
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
重

視
さ
れ
た
。
ヨ
ッ
ト
が
中
産
階
級
に
普
及
し
始
め
た

の
も
、
植
民
地
貿
易
に
よ
り
商
人
な
ど
が
富
を
蓄
え
、

艇
が
耐
浪
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
小
型
化
し
た

一
九
世
紀
半
ば
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ヨ
ッ
ト
は
具
体
的
に
い
つ
、
ど
の
よ

う
に
し
て
、
我
ら
が
ア
ジ
ア
に
入
っ
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
し
て

ヨ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
に

は
ほ
ぼ
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、
ヨ
ッ
ト
が
あ
る
地
域

に
導
入
さ
れ
、
隻
数
が
増
え
て
い
く
と
、
そ
の
地
域

を
単
位
と
し
て
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
る
。
そ

こ
で
、
ま
ず
は
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
結
成
を
追
い
か
け

る
こ
と
で
、
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ヨ
ッ
ト

の
伝
播
の
プ
ロ
セ
ス
を
探
っ
て
い
こ
う
（
図
1
：
図
2
）。

モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
の
貿
易
都
市
へ

イ
ン
ド
以
東
の
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
で
最
も
早
く

ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
た
場
所
は
、
イ
ン
ド
の

ボ
ン
ベ
イ
（
ム
ン
バ
イ
）
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
っ
た
。

な
か
で
も
ボ
ン
ベ
イ
は
、
一
七
世
紀
半
ば
以
来
イ
ギ

リ
ス
の
一
大
植
民
地
だ
っ
た
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
イ

ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
海
上
貿
易
・
海
上
警
備
の

1936年頃の湘南ヨット倶楽部のレース。左端は西園寺八郎氏のヨット（出典：大村  1995）

図1 �ヨットクラブ等が確認されたモンスーンアジアの 
貿易都市と高原避暑地
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拠
点
的
な
都
市
だ
っ
た
。Bom

bay Yacht C
lub

が

一
八
四
六
年
に
設
立
さ
れ
た
の
も
、
イ
ギ
リ
ス
人
と

彼
ら
の
行
政
・
産
業
の
集
積
が
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
綿
紡
績
工
場
が
盛
ん
だ
っ
た
ボ
ン
ベ

イ
は
、
一
八
六
〇
年
代
に
北
米
の
南
北
戦
争
の
影
響

で
飛
躍
的
に
発
展
す
る
。
そ
の
た
め
、
ボ
ン
ベ
イ
の

奥
座
敷
で
あ
る
高
原
避
暑
地
プ
ー
ナ
（
プ
ネ
ー
）
で
も
、

一
八
六
八
年
に
ロ
ー
イ
ン
グ
（
漕
艇
）
ク
ラ
ブ
が
設
立

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、﹇
図
2
﹈
に
は
ロ
ー
イ
ン
グ

ク
ラ
ブ
も
同
時
に
示
し
て
あ
る
。
ヨ
ッ
ト
愛
好
家
は

当
初
ロ
ー
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
場
合
が

多
く
、
愛
好
家
が
増
え
る
と
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
と
し
て

独
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
後
、
カ
ラ
チ
や
コ
ロ
ン
ボ
、
ヤ
ン
ゴ
ン
な
ど

の
イ
ン
ド
周
辺
部
で
も
、
一
九
世
紀
後
半
に
ヨ
ッ
ト

ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ン
ベ
イ
を
拠
点
と

し
て
、
そ
こ
か
ら
人
や
交
易
品
と
と
も
に
ヨ
ッ
ト
が

周
辺
部
へ
相
次
い
で
伝
播
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
初
の

Singapore Yacht C
lub

が
一
八
二
六
年
に
設
立
さ
れ

て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
一
八
二
四
年
に
イ
ギ
リ

ス
の
植
民
地
と
な
り
、
マ
レ
ー
半
島
な
ど
の
産
品
や

中
国
と
の
中
継
貿
易
を
原
動
力
に
急
速
に
発
展
し
た
。

海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
船
舶

が
行
き
交
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
船
が
余
暇
に
転
用

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
当
時
貿
易
に
用

い
ら
れ
た
大
型
帆
船
に
付
属
の
救
命
ボ
ー
ト
は
、
マ

ス
ト
を
立
て
て
帆
走
も
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
由
し
て
、
ヨ
ッ
ト
は
東
南

ア
ジ
ア
や
東
ア
ジ
ア
へ
伝
播
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
同
様
に
、
香
港
で
は
一
八
四
二

年
に
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
清
朝
か
ら
割
譲
さ
れ

て
以
降
、V

ictoria Regatta C
lub

が
設
立
さ
れ
、

一
八
七
二
年
に
初
出
のH

ong K
ong Yacht C

lub

は

一
時
活
動
を
休
止
す
る
も
、
一
八
九
〇
年
にRoyal 

H
ong K

ong Yacht C
lub

へ
と
活
動
が
引
き
継
が
れ

て
い
る
。
同
じ
く
上
海
で
も
、
一
八
四
三
年
の
イ
ギ

リ
ス
に
よ
る
土
地
の
租
借
を
経
て
、Shanghai Yacht 

C
lub

が
一
八
七
七
年
に
現
れ
る
。
以
上
み
て
き
た
貿

易
都
市
の
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
で
主
導
的
な
立
場
に
い
た

の
は
、居
留
す
る
欧
米
人
の
中
で
も
外
交
官
や
商
社
員
、

商
館
・
工
場
な
ど
の
経
営
者
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
職

種
の
欧
米
人
が
増
加
し
た
の
は
、
彼
ら
が
ア
ジ
ア
の

植
民
地
化
の
推
進
役
を
果
た
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

一
方
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
は
、
一
八
九
一
年

にBangkok Row
ing C

lub

が
、
一
八
九
六
年
に

Bangkok Sailing C
lub

が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
興

味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
中
に
、

い
ず
れ
も
イ
ギ
リ
ス
人
の
タ
イ
王
国
財
務
省
・
法
務

省
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
鉱
山
局
の
鉱
山
技
師
が
い
る
こ

と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
言
わ
ば
「
お
雇
い
外
国
人
」

と
思
わ
れ
る
。
タ
イ
は
日
本
と
同
様
に
欧
米
列
強
に

よ
る
植
民
地
化
を
免
れ
た
が
、
お
雇
い
外
国
人
を
政

府
機
関
に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
近
代
化
を
達
成
し
よ

う
と
試
み
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
お
雇
い
外
国
人
も

ヨ
ッ
ト
を
導
入
し
た
わ
け
で
あ
る
。

日
本
へ
の
到
来

日
本
で
初
め
て
ヨ
ッ
ト
が
記
録
に
あ
ら
わ
れ
た

の
は
、
長
崎
発
行
の
新
聞�

e N
agasaki Shipping 

List and Advertiser 

で
あ
り
、
救
命
ボ
ー
ト
や
和
船

を
使
っ
た
レ
ー
ス
開
催
の
記
事
（
一
八
六
一
年
九
月
）

で
あ
る
。
長
崎
に
次
ぐ
貿
易
拠
点
と
し
て
一
八
五
九

年
に
開
港
さ
れ
た
横
浜
に
ヨ
ッ
ト
が
現
れ
た
の
は
、

一
八
七
〇
年
頃
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
八
六

年
春
、
横
浜
に
お
い
て
九
隻
が
参
加
す
る
ヨ
ッ
ト

レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
参
加
者
に
よ
っ
て
同

年
、
横
浜
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
（Yokoham

a Yacht C
lub

）

が
結
成
さ
れ
た
。
ク
ラ
ブ
結
成
か
ら
二
三
年
後
の

一
九
〇
九
年
の
会
員
数
は
一
五
一
名
で
あ
り
、
所
属

艇
は
ク
ル
ー
ザ
ー
ヨ
ッ
ト
が
二
二
隻
、
ラ
ー
ク
型
と

呼
ば
れ
る
デ
ィ
ン
ギ
ー
ヨ
ッ
ト
が
一
七
隻
だ
っ
た
。

都
市
間
の
交
流

こ
の
よ
う
に
、
ヨ
ッ
ト
は
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
か

ら
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
の
各
貿
易
都
市
へ
伝
播
し
た

が
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
貿
易
都

市
対
抗
の
イ
ン
タ
ー
ポ
ー
ト
レ
ー
ス
が
あ
る
。
例
え

ば
、
一
九
〇
三
年
に
横
浜
の
モ
ス
キ
ー
ト
ヨ
ッ
ト
ク

ラ
ブ
と
神
戸
の
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
と
の
間
で
イ
ン
タ
ー

ポ
ー
ト
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
都
市
の
外
国
人
居
留
地
か
ら
代
表

選
手
が
選
ば
れ
、
同
一
規
格
の
艇
を
借

り
て
レ
ー
ス
が
実
施
さ
れ
た
。
軍
楽
隊

が
演
奏
し
、
パ
ー
テ
ィ
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
華
や
か
な
催
し
だ
っ
た
こ
と
を

想
像
さ
せ
る
。
ま
た
、Royal H

ong 

K
ong Yacht C

lub

とC
anton Row

ing 

C
lub

お
よ
びM

anila Boat C
lub

が

イ
ン
タ
ー
ポ
ー
ト
レ
ー
ス
を
行
っ
て
い

た
記
録
も
あ
る
。
こ
う
し
た
イ
ン
タ
ー

ポ
ー
ト
レ
ー
ス
を
生
起
さ
せ
た
貿
易
都

市
間
の
活
発
な
経
済
活
動
と
人
的
交
流

が
、
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
の
各
都
市
に

ヨ
ッ
ト
を
拡
散
さ
せ
た
原
動
力
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
。

高
原
避
暑
地
で
の
交
流

さ
ら
に
、
ヨ
ッ
ト
は
海
に
と
ど
ま
ら
ず
内
陸
の
高

原
避
暑
地
に
も
拡
散
し
て
い
っ
た
。
駐
日
イ
ギ
リ

ス
公
使
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
は
一
八
九
五
年
九
月
、

中
禅
寺
湖
で
「
朝
、
グ
ー
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
駐
日
ド

イ
ツ
公
使
）
の
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
私
が
新
し
く
家
を

建
て
て
い
る
砥
沢
ま
で
十
二
分
か
か
っ
て
漕
ぐ
。
午

後
、
菖
蒲
の
浜
ま
で
ヨ
ッ
ト
で
」
行
っ
た
（
サ
ト
ウ  

一
九
八
九
）。
こ
の
よ
う
に
、

ヨ
ッ
ト
は
す
で
に
一
八
九
〇

年
代
半
ば
に
は
中
禅
寺
湖

に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
四
年
後
一
八
九
九

年
八
月
に
な
る
と
、
ベ
ル

ギ
ー
公
使
夫
人
E
・
M
・
ダ

ヌ
タ
ン
は
「
今
日
は
ヨ
ッ
ト

レ
ー
ス
の
初
日
で
あ
る
。
私

の
ヨ
ッ
ト
、
ア
ド
ミ
ラ
ル
号

を
ヘ
ン
リ
ー
・
ケ
ズ
ィ
ッ
ク

氏
が
操
り
、
私
は
舵
手
の

役
を
務
め
た
。
九
隻
の
ヨ
ッ

ト
が
レ
ー
ス
に
参
加
し
た
。

…
…
現
場
に
到
着
し
て
み

て
、
転
覆
し
た
ヨ
ッ
ト
は
ド
イ
ツ
公
使
ラ
イ
デ
ン
伯

爵
の
ヨ
ッ
ト
だ
と
分
っ
た
」（
ダ
ヌ
タ
ン  

一
九
九
二
）

と
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
記
録
は
、
レ
ー
ス
が
開
催

さ
れ
る
ま
で
に
ヨ
ッ
ト
が
増
え
て
い
た
こ
と
と
と
も

に
、
そ
こ
へ
集
う
人
々
が
外
交
官
を
は
じ
め
、
横
浜

ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
会
員
で
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン

社
支
店
長
の
H
・
ケ
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
な
ど
、
東
京
と
横

浜
の
外
国
人
社
会
の
上
層
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

男
体
山
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
（N

antaisan Yacht C
lub

）

が
イ
ギ
リ
ス
公
使
C
・
M
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
を
会
長

と
し
て
結
成
さ
れ
た
の
は
、
一
九
〇
六
年
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
中
禅
寺
湖
畔
の
欧
米
諸
国

大
使
館
別
荘
や
個
人
別
荘
に
滞
在
す
る
外
国
人
の

み
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
会
長
に
は
、
在
任
期
間
の
最

も
長
い
大
使
・
公
使
が
就
任
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
運
営

や
パ
ー
テ
ィ
な
ど
は
各
大
使
館
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
、

夏
の
間
は
毎
週
の
よ
う
に
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
と
パ
ー

テ
ィ
が
催
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ヨ
ッ
ト
ク

ラ
ブ
は
高
原
避
暑
地
に
お
け
る
社
交
の
舞
台
と
し
て

機
能
し
て
い
た
。

さ
ら
に
中
禅
寺
湖
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
九
二
四

年
に
結
成
さ
れ
た
東
京
ア
ン
グ
リ
ン
グ
・
エ
ン
ド
・

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
ク
ラ
ブ

の
会
員
は
皇
族
を
筆
頭
に
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
な

ど
の
駐
日
大
使
、
華
族
や
財
閥
当
主
な
ど
の
日
本
人
、

あ
わ
せ
て
五
〇
名
に
達
し
、
養
殖
し
た
ブ
ル
ッ
ク
ト

ラ
ウ
ト
な
ど
を
湯
川
に
放
流
し
、
渓
流
で
フ
ラ
イ

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
（
福
田  

一
九
九
九
）。
中

禅
寺
湖
畔
に
建
て
ら
れ
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
は
本
格

1899年の中禅寺湖でのレース（出典：ダヌタン  1992）
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年
）
と
そ
の
映
画
化
（
一
九
五
六
年
）
に
よ
っ
て
、
湘

南
と
ヨ
ッ
ト
が
若
者
の
間
で
脚
光
を
浴
び
、
湘
南
に

は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
マ
リ
ー

ナ
が
数
多
く
建
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
近
年
、
漁
港

や
河
川
を
改
修
し
て
、
自
分
の
ボ
ー
ト
を
安
価
に
係

留
保
管
で
き
る
マ
リ
ー
ナ
も
日
本
中
で
増
え
つ
つ
あ

り
、
多
く
の
会
社
員
や
学
生
も
ヨ
ッ
ト
セ
ー
リ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
い
る
。
私
も
学
生
時
代
に
ヨ
ッ
ト
に
乗

る
よ
う
に
な
り
、
ほ
ぼ
毎
週
末
に
湘
南
に
出
向
き
、

日
帰
り
で
練
習
・
レ
ー
ス
に
参
加
し
て
い
た
。
海
上

で
の
困
難
を
苦
闘
し
な
が
ら
乗
り
越
え
、
難
解
な
操

船
の
仕
組
み
を
覚
え
な
が
ら
レ
ー
ス
に
勝
つ
喜
び
を

味
わ
っ
た
。
加
え
て
、
伊
豆
諸
島
や
ハ
ワ
イ
な
ど
で

波
長
の
長
い
波
に
乗
る
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
醍
醐
味
を

味
わ
い
、
ヨ
ッ
ト
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
た
。

冬
の
穏
や
か
に
晴
れ
た
日
、
湘
南
で
は
紺
青
の
相

模
湾
越
し
に
白
雪
を
ま
と
っ
た
富
士
山
が
姿
を
現
す
。

北
西
の
季
節
風
が
程
よ
く
吹
く
海
上
は
、
風
を
動

力
と
す
る
ヨ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
夏
以
上
に
絶
好
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
。
ク
リ
ア
に
見
え
る
富
士
山
に
向

か
っ
て
舵
を
切
る
の
は
、
す
こ
ぶ
る
気
持
ち
の
良
い

も
の
だ
。
あ
の
富
士
は
ヨ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
た
先
人

た
ち
も
見
た
富
士
で
あ
る
。
こ
の
海
は
時
空
を
超
え

て
世
界
へ
繋
が
っ
て
い
る
。

か
ら
日
本
人
へ
移
っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、こ
の
よ
う
な
受
け
皿
の
変
化
に
伴
っ
て
、

ヨ
ッ
ト
は
外
国
人
居
留
地
か
ら
高
原
避
暑
地
に
伝
播

し
、
昭
和
初
期
の
海
岸
リ
ゾ
ー
ト
に
お
い
て
日
本
人

が
受
容
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に

お
い
て
も
、
時
期
は
ず
れ
る
だ
ろ
う
が
日
本
で
の
伝

播
と
受
容
に
み
ら
れ
た
階
層
性
は
共
通
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

現
代
の
湘
南
で

石
原
慎
太
郎
の
小
説
『
太
陽
の
季
節
』（
一
九
五
五

的
な
和
洋
食
が
用
意
さ
れ
、
東
京
と
は
異
な
る
打
ち

解
け
た
ム
ー
ド
の
国
際
交
流
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
し
て
彼
ら
は
、
ヨ
ッ
ト
や
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
潤
滑
油
と
し
て
、
ク
ラ
ブ

を
拠
点
に
社
交
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。

海
岸
リ
ゾ
ー
ト
地
で
の
受
容

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
東
京
ア
ン
グ
リ
ン
グ
・

エ
ン
ド
・
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
の
理
事
を
務
め
た
西

園
寺
八
郎
と
松
平
慶
民
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら

は
一
九
二
八
年
頃
に
湘
南
海
岸
で
ヨ
ッ
ト
を
所
有
し
、

湘
南
ヨ
ッ
ト
倶
楽
部
結
成
の
中
心
人
物
と
な
る
か
ら

で
あ
る
（
大
村  

一
九
九
五
）。
彼
ら
が
湘
南
ヨ
ッ
ト
倶

楽
部
を
結
成
し
た
こ
と
で
、
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
を
社
交

の
場
と
す
る
避
暑
生
活
様
式
が
中
禅
寺
湖
か
ら
湘
南

海
岸
に
伝
播
し
た
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ヨ
ッ
ト
は
大
企
業
駐
在
員
や

商
館
経
営
者
、
外
交
官
、
お
雇
い
外
国
人
な
ど
の

欧
米
人
に
よ
っ
て
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
に
導
入
さ
れ

た
。
彼
ら
は
貿
易
や
統
治
・
産
業
活
動
な
ど
を
通

じ
て
、
ア
ジ
ア
の
植
民
地
化
と
近
代
化
を
牽
引
し
て

い
た
た
め
で
あ
る
。
日
本
で
の
ヨ
ッ
ト
は
、
そ
の
よ

う
な
欧
米
人
か
ら
華
族
・
財
界
人
な
ど
の
日
本
人
へ

階
層
性
を
有
し
て
伝
播
し
た
。
こ
れ
は
日
本
の
近
代

化
に
伴
っ
て
、
日
本
で
の
経
済
的
主
導
権
が
欧
米
人

2001年湘南でのレース

図2　モンスーンアジアにおけるヨットクラブの設立
（『Japan Directory』，『Chronicle and Directory for China and Japan』などにより作成）
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本
郷
の
特
集
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
本
の
中
か
ら
選
ん
だ
の
は
、

鉄
道
と
ア
ジ
ア
の
三
輪
車
の
歴
史
を
解
説
す
る
二
冊
。

鉄
道
旅
行
の
歴
史

19
世
紀
に
お
け
る

空
間
と
時
間
の
工
業
化

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ 

著
　

加
藤
二
郎 
訳
（
一
九
八
二
）

法
政
大
学
出
版
局
（
本
体
三
二
〇
〇
円
＋
税
）

読書案内

東
南
ア
ジ
ア
の
三
輪
車

前
川
健
一 

著
（
一
九
九
九
）

旅
行
人
（
本
体
一
七
〇
〇
円
＋
税
）

本
書
は
、
著
者
が
一
九
七
三
年

に
イ
ン
ド
で
リ
キ
シ
ャ
に

乗
っ
て
以
来
、
一
九
九
九
年

ま
で
二
六
年
間
に
わ
た
っ
て
、
三
輪
車

を
探
し
求
め
て
ア
ジ
ア
各
地
を
旅
し
、

資
料
を
集
め
、
分
析
し
た
集
大
成
の
書

と
い
え
る
。
本
書
に
は
、（
東
南
ア
ジ
ア

の
）
三
輪
車
が
ど
こ
で
誕
生
し
、
ど
う

活
躍
し
、
そ
の
役
割
を
終
え
た
（
か
も

し
れ
な
い
）
今
、
ど
こ
へ
向
か
お
う
と

し
て
い
る
の
か
、
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
章
ご
と
に
そ
の
概
要
を
紹
介

し
て
み
よ
う
。

　
本
書
は
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
エ
ピ
ロ
ー

グ
の
ほ
か
、三
章
（「
人
力
車
の
時
代
」、

「
三
輪
自
転
車
の
時
代
」、「
三
輪
自
動
車

の
時
代
」）
で
構
成
さ
れ
る
。
第
一
章
で

は
、
人
力
車
の
誕
生
、
東
南
ア
ジ
ア
各

地
の
人
力
車
事
情
、
人
力
車
の
呼
び
名

な
ど
が
解
説
さ
れ
る
。
人
力
車
は
、
明

治
初
期
の
日
本
で
、
営
業
用
に
大
量
生

産
さ
れ
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
も
輸

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
人
力
車
は
、

輸
出
先
に
お
い
て
少
し
ず
つ
形
や
名
前

を
変
え
て
現
地
化
さ
れ
て
い
く
。
東
南

ア
ジ
ア
の
人
力
車
は
、
一
九
二
〇
年
代

～
三
〇
年
代
初
め
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。

こ
う
し
た
人
力
車
の
普
及
が
三
輪
車
の

時
間
の
抹
殺
」が
あ
る
。鉄
道
に
よ
っ
て
、

あ
る
距
離
を
移
動
す
る
た
め
の
所
要
時

間
が
格
段
に
縮
ま
っ
た
。
逆
に
い
え
ば

そ
れ
は
、
あ
る
一
定
の
時
間
内
で
移
動

で
き
る
距
離
が
長
く
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る
。

　
か
つ
て
の
旅
行
者
は
た
と
え
ば
パ
リ

か
ら
オ
ル
レ
ア
ン
へ
、
そ
れ
な
り
の
時

間
を
か
け
て
多
様
な
場
所
・
道
を
通
過

し
な
が
ら
移
動
し
て
い
っ
た
。
け
れ
ど

も
鉄
道
旅
行
は
全
く
の
短
時
間
で
済
む

し
、
旅
行
者
は
た
だ
密
室
内
に
居
れ
ば

よ
い
。
そ
し
て
窓
か
ら
の
景
色
は
見
て

も
見
な
く
て
も
ど
ち
ら
で
も
い
い
映
像

鉄
道
は
徒
歩
や
馬
車
な
ど
よ

り
も
格
段
に
速
く
便
利
、

し
か
も
安
全
な
移
動
・
輸

送
手
段
だ
。
現
代
で
は
毎
朝
の
通
勤
、

週
末
の
遠
出
、
連
休
の
旅
行
と
い
う
よ

う
に
、
ご
く
当
た
り
前
の
存
在
に
な
っ

て
い
る
。

　
と
は
い
え
本
書
に
よ
る
と
、
こ
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
新
た
に
登
場
し
た
一
九

世
紀
初
期
、
人
間
の
時
間
や
空
間
の
認

識
の
仕
方
そ
の
も
の
に
も
変
化
が
生
じ

た
の
だ
と
い
う
。

　
そ
の
こ
ろ
鉄
道
の
機
能
を
表
現
す
る

た
め
に
用
い
ら
れ
た
言
葉
に
「
空
間
と

出
現
の
礎
を
築
い
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
第
二
章
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の

三
輪
自
転
車
の
普
及
状
況
と
三
輪
車
の

出
自
が
問
わ
れ
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア

各
地
の
三
輪
車
は
、
座
席
の
位
置
が
前
・

横
・
後
な
ど
地
域
ご
と
に
独
特
の
型
式

を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
異
な
る
名
称
で

呼
ば
れ
る
こ
と
が
、
本
章
で
は
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
第
三
章
で
は
、
日
本
の
三

輪
自
動
車
の
歴
史
的
展
開
が
詳
述
さ

れ
た
上
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら

二
〇
世
紀
末
ま
で
の
東
南
ア
ジ
ア
各
地

の
自
動
車
事
情
が
示
さ
れ
て
い
る
。
三

輪
自
転
車
と
同
様
に
、
三
輪
自
動
車
は
、

東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
型
式

や
呼
称
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
の
原
型
が

日
本
か
ら
輸
出
さ
れ
た
自
動
車
に
求
め

ら
れ
る
と
い
う
。

　
そ
し
て
エ
ピ
ロ
ー
グ
に
お
い
て
、
タ

イ
の
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
の
将
来
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。
著
者
は
、
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク

が
バ
ン
コ
ク
で
は
時
代
遅
れ
の
乗
り
物

な
っ
て
い
く
可
能
性
が
高
く
、「
タ
イ
の

地
方
都
市
と
外
国
が
、
も
し
か
す
る
と

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
が
生
き
残
れ
る
土
地
か

も
し
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
、
本
書
を

終
え
て
い
る
。

　
最
後
に
、
紹
介
者
が
興
味
を
も
っ
た

点
に
つ
い
て
挙
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、

モ
ノ
の
技
術
革
新
と
そ
の
伝
播
の
違
い

で
あ
る
。
確
か
に
、
現
代
の
科
学
技
術

の
な
か
で
、
乗
り
物
は
「
人
力
車
→
自

転
車
→
自
動
車
」
と
い
う
進
歩
の
過
程

を
経
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
な
経
路
・
順
序
で
伝
播
し
て
い
く

の
か
は
全
く
別
の
問
題
で
あ
る
。
日
本

と
比
較
し
た
と
き
の
、
ア
ジ
ア
に
お
け

る
固
定
電
話
と
携
帯
電
話
の
普
及
率
の

違
い
が
そ
の
よ
い
例
で
あ
ろ
う
。
本
書

は
三
輪
車
に
関
す
る
地
域
間
の
歴
史
を

詳
述
す
る
こ
と
で
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
書
で
三
輪
車
の
歴
史
を
学
ぶ

こ
と
で
、
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
の
ど
ち

ら
が
「
進
み
（
＝
先
進
国
）」、
ど
ち
ら

が
「
遅
れ
て
い
る
（
＝
途
上
国
）」
の
か

と
い
う
問
題
が
、
時
間

−

空
間
的
状
況

に
依
存
し
た
表
現
で
し
か
な
い
こ
と
が

鮮
明
に
わ
か
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
東
南
ア
ジ

ア
の
交
通
の
特
色
と
そ
の
歴
史
を
学
ぶ

た
め
の
必
読
書
と
い
え
よ
う
。

�

（
大
塚
直
樹
）

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
パ

リ
と
オ
ル
レ
ア
ン
の
間
の
「
空
間
と
時

間
」
は
消
さ
れ
、
両
都
市
は
隣
接
し
た

の
も
同
然
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
空
間
の
議
論
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
た
の
が
「
パ
ノ
ラ
マ
的
知
覚
」
だ
と

言
え
る
。
鉄
道
以
前
、
旅
行
者
と
旅
行

者
が
見
る
知
覚
対
象
（
景
色
な
ど
）
は

い
わ
ば
同
じ
空
間
に
属
し
て
い
た
。
道

を
曲
が
っ
た
り
坂
を
登
っ
た
り
し
て
移

動
す
る
こ
と
は
そ
の
空
間
が
徐
々
に
変

化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
鉄
道
旅
行
で
は
、
列
車
と
い
う
猛

烈
な
速
度
で
直
線
的
に
移
動
す
る
空
間

が
あ
り
、
旅
行
者
は
そ
の
中
に
留
ま
っ

た
ま
ま
で
あ
る
。
鉄
道
の
「
速
度
と
数

学
的
な
直
線
性
」
に
よ
っ
て
、
空
間
は

車
内
と
外
部
に
二
分
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
旅
行
者
は
外
の
景
色
を「
動

く
舞
台
装
置
」、
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う
に
観

る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
議
論
は
、
鉄
道
誕
生
か

ら
久
し
い
時
が
過
ぎ
た
現
代
に
生
き
る

我
々
に
と
っ
て
も
示
唆
に
富
む
も
の
と

な
っ
て
い
る
。筆
者
は
鉄
道
に
よ
っ
て
、

た
と
え
ば
地
方
そ
れ
ぞ
れ
の
時
刻
の
よ

う
な
、
土
地
土
地
の
特
性
も
消
失
す
る

と
言
う
。「
標
準
時
間
」
の
制
定
、
す

な
わ
ち
各
地
の
時
刻
の
画
一
化
が
鉄
道

の
導
入
と
対
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
明

治
日
本
に
も
言
え
る
こ
と
だ
。
そ
の
ほ

か
、「
空
間
と
時
間
の
抹
殺
」
と
い
う
言

葉
か
ら
は
、
毛
色
は
異
な
る
と
は
い
え
、

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
空
間
・
時
間
の
議

論
が
思
い
出
さ
れ
る
。
本
書
は
、
鉄
道

と
い
う
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
登
場
が
、
数

世
紀
に
渡
り
展
開
し
続
け
る
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
ス
テ
ー
ジ
の
一
つ
で
あ
り
、
ま

た
モ
ダ
ン
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
を
分
け
る

印
し
に
も
通
じ
る
大
き
な
出
来
事
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
て
く
れ

る
の
だ
。

　
と
な
れ
ば
、
旅
客
機
の
普
及
は
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
か
―
―
そ
う
考
え

が
ふ
く
ら
む
の
も
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
新
た
な
技

術
革
新
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
多
様
な
角
度

か
ら
論
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
代
の

観
光
旅
行
を
省
み
る
ヒ
ン
ト
も
与
え
て

く
れ
る
好
著
だ
と
言
え
る
。

�

（
岩
田
晋
典
）
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角
田
光
代
氏
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン「
旅
と
小
説
」

L
e

c
tu

re

最
近
の
講
演
会
か
ら

二
〇
〇
九
年
度
立
教
大
学
連
続
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム《
未
来
の
声
を
聴
こ
う
》の

一
環
と
し
て
、世
界
中
を
旅
し
、そ
こ
で
の
交
流
・
体
験
を

作
品
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
作
家
の
角
田
光
代
氏
を
お
招
き
し
、

観
光
学
部
主
催
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン「
旅
と
小
説
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
四
歳
の
時
、
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
と
二
カ
月
タ

イ
を
旅
し
て
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
で
は
得
ら
れ
な
い
も
の

が
あ
る
と
知
り
、
翌
年
、
タ
イ
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア

を
一
人
旅
し
て
、
そ
れ
か
ら
完
全
に
旅
に
と
り
つ

か
れ
ま
し
た
。

人
間
は
「
こ
ん
な
に
も
違
う
ん
だ
」

お
金
が
無
か
っ
た
た
め
、ほ
と
ん
ど
バ
ッ
ク
パ
ッ

カ
ー
方
式
で
し
た
。
歴
史
や
地
理
の
知
識
も
無
い

の
で
、
ど
こ
で
何
を
見
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、

た
だ
興
味
の
向
く
ま
ま
漫
然
と
歩
き
回
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
次
第
に
自
分
が
何
を
見
た
い
の
か
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
名
所
旧
跡
で
は

な
く
、
人
々
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
人
間
は
「
こ
ん
な
に
も
違
う
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
に
、
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。
私
は
そ

れ
ま
で
、
人
は
皆
同
じ
だ
と
教
わ
っ
て
き
た
か
ら

で
す
。
今
思
え
ば
、
そ
れ
は
、
人
間
は
平
等
だ
と

い
う
意
味
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
私
は
そ
れ
を

取
り
違
え
て
い
て
、
同
じ
人
間
だ
か
ら
ど
こ
の
国

の
人
と
で
も
分
か
り
合
え
る
と
思
う
節
が
あ
っ
た

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
世
界
に
は
寒
い
国
、
暖
か

い
国
、
砂
漠
の
国
、
緑
の
国
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
暮
ら
し
も
違
う
、
感
じ
方
も
違
う
、
常
識
も
違

い
ま
す
。

同
時
に
「
こ
ん
な
に
も
同
じ
」
と
い
う
こ
と
も

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
お
腹
が
空
け
ば
食
べ
る
し
、

夜
に
な
れ
ば
眠
る
。
面
白
け
れ
ば
笑
う
し
、
ム
カ

つ
け
ば
怒
る
。違
い
に
目
を
凝
ら
せ
ば
凝
ら
す
ほ
ど
、

共
通
点
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

生
活
の
ほ
と
ん
ど
を
小
説
の
執
筆
に
割
き
、
趣

角
田
光
代
氏

村
上
和
夫
（
本
学
観
光
学
部
教
授
）

中
西
裕
二
（
本
学
観
光
学
部
教
授
）

ラ
ナ
ワ
カ
・
チ
ャ
ト
ウ
シ
カ

（
本
学
大
学
院
観
光
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
2
年
次
）

寺
田
郁

（
本
学
大
学
院
観
光
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
2
年
次
）

二
〇
〇
九
年
一
二
月
五
日

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
　
五
号
館
五
一
二
一
教
室 

角田光代氏トークセッション「旅と小説」

味
が
無
か
っ
た
私
は
、
最
初
、
旅
行
と
い
う
貴
重

な
趣
味
に
つ
い
て
だ
け
は
文
章
に
す
る
ま
い
、
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
誰
ひ
と
り
帰
国
後

の
私
の
土
産
話
を
聞
い
て
く
れ
な
い
の
で
つ
ま
ら

な
く
な
り
、
エ
ッ
セ
イ
に
少
し
書
い
て
み
た
ら
初

め
て
人
に
話
を
聞
い
て
も
ら
え
た
気
が
し
て
、
す

ご
く
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
。
す
る
と
、
今
度
は

書
く
こ
と
が
前
提
と
な
り
、
ネ
タ
に
な
る
旅
先
で

の
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
願
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

土
地
や
暮
ら
し
に
触
れ
る
旅

確
か
に
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
は
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
多

い
ん
で
す
。
知
ら
な
い
土
地
を
自
分
の
足
で
歩
き
、

自
分
の
手
で
バ
ス
を
止
め
、
お
金
の
払
い
方
も
分

か
ら
ず
、
間
違
え
て
は
怒
ら
れ
や
り
直
し
て
…
…
。

し
か
し
、
そ
ん
な
ふ
う
に
自
分
の
手
と
足
と
耳
と

　立教大学の観光教育は、1946年に始まりまし

たので60年を越える歴史を有しています。当初

は、ホテル産業や旅行産業そして観光地で活躍す

る産業人の育成を目的としていまし

た。ところが1980年代頃から、旅行を

パッケージで買うのでなく旅行者が自

分たちで創り楽しむようになり、旅行

者の行動や旅の仕方、あるいはそれを

支える観光地づくりについて教えなけ

ればならなくなりました。最初は、エ

コツーリズムや観光を通じた文化の楽

しみ方、あるいは観光地の変化の方向

などを研究し教えていたのですが、さらに時代が

かわって今は旅をする人の視点から教えることが

とても大切となり、新しい旅の愉しさを創り出す

方法を研究し教えなければならなくなりました。

　ことに、1990年代半ばからは、女性が社会ばか

りか旅の主役にもなってきことから、旅行の経験

を自分の生活に取り込むことへの関

心がたかまってきています。そんな思

いから、「旅と小説」をテーマに選びま

した。誰もが旅をする時代、自分が主

人公になって、思い描いた舞台を旅し、

その体験を帰ってから人に語り伝える

ことは人々、ことに女性にとって大切

な生活術になっています。旅の経験を

ベースに女性を主人公にした小説や紀

行文を綴っていらっしゃる角田光代先生に、本学

部の一歩先をいく、旅のご経験をお話しいただこ

うと思います。

新しい旅の愉しさを創り出す方法 村上和夫（観光学部）
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人
は
な
か
な
か
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
五
〇
年
後

の
読
者
が
、「
あ
、
私
が
旅
し
て
い
る
の
は
、
こ
の

本
の
こ
の
場
所
だ
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
紀
行
文
が
書
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
角
田
氏
を
囲
ん
で
の
本
学
教
員
や
学
生
と
の
間
で
行
わ

れ
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
模
様
は
、
立
教
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
連
続
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
未
来
の
声
を
聴
こ

う
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
を
全
部
使
う
こ
と
で
、
む
き
出
し
に
な
っ
た
そ

の
土
地
や
暮
ら
し
に
触
れ
ら
れ
る
の
で
す
。

五
感
を
全
開
に
し
て
へ
ば
り
つ
く
旅
行
者
だ
か

ら
こ
そ
分
か
る
、生
活
者
が
気
づ
か
な
い
「
本
質
」

が
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
新
鮮
な
ま
ま
、
私
た
ち
の
記
憶
に
残
る
旅

行
記
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
「
本
質
」
を

と
ら
え
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
私
自
身
を
含
め
、
現
在
、
こ
れ
を
書
け
る

角田光代氏
1967年生。神奈川県横浜市出身。
早稲田大学第一文学部文芸専修課程卒業。

受賞歴

1990年	 第9回海燕新人文学賞（「幸福な遊戯」）
1996年	 第18回野間文芸新人賞（『まどろむ夜のUFO』）
1997年	 �第13回坪田譲治文学賞	

（『ぼくはきみのおにいさん』）
1999年	 �第46回産経児童出版文化賞フジテレビ賞	

（『キッドナップ・ツアー』）
2000年	 �第22回路傍の石文学賞	

（『キッドナップ・ツアー』）
2003年	 第3回婦人公論文芸賞（『空中庭園』）
2005年	 第132回直木三十五賞（『対岸の彼女』）
2006年	 第32回川端康成文学賞（「ロック母」）
2007年	 第2回中央公論文芸賞（『八日目の蝉』）

角田氏は、旅行エッセイにおいても多くの作品を発表されている。
『これからは歩くのだ』理論社 2000年
『恋愛旅人』求龍堂 2001年
『あしたはドロミテを歩こう－イタリア・アルプス・トレッキング』	 	
岩波書店 2004年
『いつも旅のなか』アクセスパブリッシング 2005年

開催日

2009
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講演者

Dr, Luiza Bialasiewicz
Department of Geography
Royal Holloway, University of London

演題
最近の観光学部講演会
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Professor Claudio Minca 
Department of Geography,
Royal Holloway, University of London

観光庁「若年層アウトバウンド促進事業」
連携シンポジウム

Becoming an Academic: 
A Tale of Sea, Land and Travel

旅行嫌い世代の登場：国内（うち）にこもる私たち？

Women in the Academy: 
New Opportunities and Old Challenges

バンコク通勤事情

バ
ン
コ
ク
を
象
徴
す
る
乗
り
物
は
と
い
え
ば
、
多

く
の
人
は
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
と
答
え
る
に
違
い
な
い
。

か
つ
て
サ
ム
ロ
ー
（
三
輪
）
と
呼
ば
れ
た
オ
ー
ト
三
輪

は
、
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
（
メ
ー
タ
ー
制
タ
ク
シ
ー
）
が

ご
く
一
般
的
に
な
っ
た
現
在
で
も
、
タ
ク
シ
ー
に
は

積
み
き
れ
な
い
山
の
よ
う
な
荷
物
を
積
ん
で
、
あ
る

い
は
物
珍
し
げ
な
観
光
客
を
乗
せ
て
バ
ン
コ
ク
の
街

を
走
り
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
新
規
の
営
業
免
許
は

交
付
さ
れ
な
く
な
り
、数
も
以
前
よ
り
は
少
な
く
な
っ

た
。
一
昔
前
は
渋
滞
を
尻
目
に
、
ス
イ
ス
イ
と
自
動

車
の
横
を
す
り
抜
け
て
行
く
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
が
、

現
在
で
は
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
の
カ
ロ
ー
ラ
の
大
群

に
囲
ま
れ
て
い
さ
さ
か
肩
身
が
狭
そ
う
に
見
え
る
。

東
京
よ
り
移
動
は
効
率
的

タ
イ
に
詳
し
い
人
は
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
に
加
え
て
、

バ
ン
コ
ク
の
乗
り
物
と
し
て
モ
タ
サ
イ
・
ラ
プ
チ
ャ

イ
と
答
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
モ
タ
サ
イ
・
ラ
プ
チ
ャ

イ
は
二
輪
車
の
同
乗
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
日
本
人
の

間
で
は
モ
タ
サ
イ
ま
た
は
バ
イ
タ
ク
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
主
要
な
バ
ス
の
停
留
所
、
高
架
鉄
道
で
あ
る

B
T
S
の
駅
近
く
に
は
、
必
ず
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど

そ
ろ
い
の
ベ
ス
ト
を
着
た
バ
イ
ク
タ
ク
シ
ー
の
た
ま

り
場
が
あ
り
、
二
〇
〜
三
○
バ
ー
ツ
ほ
ど
の
わ
ず
か

な
料
金
で
、細
い
路
地
の
奥
ま
で
人
々
を
運
ん
で
い
る
。

ソ
ン
テ
ウ
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
改
造
し

た
小
型
バ
ス
で
あ
る
。
荷
台
に
向
か
い
合
う
よ
う
に

二
列
の
ベ
ン
チ
シ
ー
ト
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
乗
り

合
い
バ
ス
型
の
ソ
ン
テ
ウ
は
、
バ
ス
ほ
ど
時
刻
表
通

り
に
は
運
行
さ
れ
な
い
。
反
面
途
中
の
乗
り
降
り
は

自
由
、
ち
ょ
っ
と
ル
ー
ト
か
ら
は
ず
れ
て
い
て
も
交

渉
成
立
な
ら
寄
り
道
し
て
く
れ
る
。
満
員
に
な
る
ま

で
出
発
し
な
い
ソ
ン
テ
ウ
の
呼
び
込
み
は
、
タ
イ
の

風
物
詩
と
言
え
よ
う
。
バ
ン
コ
ク
で
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
い
と
い
わ
れ
る
ソ
ン
テ
ウ
だ
が
、
見
る
こ
と

が
出
来
な
い
の
は
サ
ヤ
ー
ム
や
シ
ー
ロ
ム
な
ど
中
心

Bangkok
在外研究通信　06

バンコク通勤事情
稲垣勉（観光学部）

2009年9月より1年間、在外研究でタイ・

バンコクのタマサート大学に滞在する稲

垣勉教授の現地報告は、かの地を象徴す

るチャオプラヤ川の船通勤からの風景。
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鉄
道
B
T
S
か
ら
、
毛
細
血
管
で
あ
る
モ
タ
サ
イ
ま

で
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で
い
ろ
い
ろ
な
乗
り
物
、
交
通

機
関
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
効
率
的
な
交
通
体
系
が
構

成
さ
れ
、
人
々
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
支
え
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
交
通
機
関
を
使
い
こ
な
せ
ば
、
東
京
よ
り
効

率
的
に
移
動
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

ど
こ
に
住
む
か

九
月
中
旬
か
ら
一
年
間
、
客
員
教
授
と
し
て
バ
ン

コ
ク
の
サ
マ
サ
ー
ト
大
学
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
ず
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
ど
こ
に
住
む
か
で

あ
る
。
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
は
い
く
つ
か
の
キ
ャ
ン
パ

ス
を
擁
し
て
い
る
。
主
な
も
の
は
ラ
ッ
タ
ナ
コ
ー
シ

ン
島
の
王
宮
に
隣
接
す
る
タ
ー
プ
ラ
チ
ャ
ン
・
キ
ャ

ン
パ
ス
、
ド
ン
ム
ア
ン
旧
空
港
の
先
に
立
地
す
る
新

設
の
ラ
ン
シ
ッ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
。
ラ
ン
シ
ッ

ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
主
と
し
て
学
部
教
育
が
行
わ

れ
、
大
学
発
祥
の
地
で
あ
る
タ
ー
プ
ラ
チ
ャ
ン
・
キ
ャ

ン
パ
ス
は
主
と
し
て
大
学
院
教
育
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。
担
当
が
大
学
院
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
研
究

室
は
タ
ー
プ
ラ
チ
ャ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
に
決
ま
っ
た
。

し
か
し
王
宮
隣
と
い
う
位
置
は
、
外
国
人
に
と
っ
て

微
妙
な
立
地
で
あ
る
。
周
辺
は
王
宮
、
国
立
博
物
館
、

大
規
模
寺
院
や
公
官
庁
が
建
ち
並
ん
で
お
り
、
正
面

は
政
治
集
会
や
デ
モ
で
有
名
な
王
宮
前
広
場
で
あ
る
。

部
だ
け
で
、
ち
ょ
っ
と
郊
外
に
行
け
ば
市
場
の
脇
で

客
待
ち
す
る
色
と
り
ど
り
の
ソ
ン
テ
ウ
の
一
団
を
今

で
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

た
し
か
に
バ
ン
コ
ク
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、

ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
に
、裏
庭
で
オ
ー
ト
バ
イ
を
切
断
し
、

溶
接
し
て
作
り
出
さ
れ
る
怪
し
げ
な
乗
り
物
た
ち
、

い
わ
ば
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
（
器
用
仕
事
）
車
の
宝
庫
で

は
な
い
。
し
か
し
大
動
脈
の
地
下
鉄
M
R
T
、
高
架

い
か
に
渋
滞
を
回
避
す
る
か

　

結
局
、
様
々
な
要
因
を
勘
案
し
て
、
ス
ワ
ナ
プ
ー

ン
空
港
か
ら
の
高
速
出
口
に
近
い
、
都
心
の
真
ん
中

に
居
を
定
め
た
。
自
宅
か
ら
研
究
室
ま
で
の
実
質
距

離
は
七
㎞
あ
ま
り
で
あ
る
。
し
か
し
バ
ン
コ
ク
中
央

駅
（
フ
ア
ラ
ン
ポ
ー
ン
）
に
続
く
国
鉄
線
路
よ
り
西
側
、

つ
ま
り
王
宮
側
に
は
高
速
道
路
、
B
T
S
、
地
下
鉄

な
ど
の
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
は
一
切
整
備
さ
れ
て

い
な
い
。
王
宮
付
近
の
環
境
に
配
慮
し
、
意
図
し
て

新
交
通
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め
付
近
の
交
通

は
道
路
利
用
の
地
上

交
通
に
限
ら
れ
、
道

路
が
複
雑
な
こ
と
も

あ
っ
て
渋
滞
の
名
所

と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
わ
ず
か
七
㎞
と

は
い
え
、
通
勤
は
こ

の
渋
滞
の
名
所
を
毎

回
横
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

エ
ア
コ
ン
付
き
の

バ
ス
が
、
自
宅
前
か

ら
大
学
近
く
の
王

ら
れ
て
い
る
。
バ
ン
コ
ク
庶
民
の
中
で
暮
ら
す
。
こ

れ
に
も
惹
か
れ
た
。
し
か
し
両
岸
を
結
ぶ
橋
は
数
少

な
く
、
し
か
も
混
雑
し
て
い
る
。
ト
ン
ブ
リ
に
住
め

ば
、
日
本
か
ら
の
訪
問
客
が
自
力
で
わ
が
家
に
到
達

す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
空
港
か
ら
も

遠
い
。
タ
イ
に
滞
在
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
長
く

続
け
て
き
た
東
南
ア
ジ
ア
、
主
と
し
て
メ
コ
ン
流
域

で
の
観
光
化
の
実
地
調
査
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
で

あ
る
。
大
学
院
授
業
の
合
間
を
縫
っ
て
、
か
な
り
の

出
張
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
空
港
か
ら
遠
い
こ
と
は

致
命
的
で
あ
る
。

周
辺
に
は
外
国
人
用
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
、
ほ
と
ん
ど

見
あ
た
ら
な
い
地
域
で
あ
る
。

北
に
十
数
分
歩
け
ば
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
聖
地

カ
オ
サ
ン
通
り
が
あ
る
。
カ
オ
サ
ン
通
り
に
は
ご
く

安
価
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
林
立
し
て
い
る
。
と
は
い

え
、
も
う
カ
オ
サ
ン
通
り
で
「
沈
没
」
す
る
歳
で
も

な
い
。
ち
な
み
に
「
沈
没
」
と
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
が
、

ひ
と
つ
の
場
所
に
何
を
す
る
で
も
な
く
長
期
滞
在
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
一
種
の
ス
ラ
ン
グ
で
あ
る
。
日

本
社
会
へ
の
不
適
合
か
ら
帰
国
で
き
な
く
な
っ
た
若

者
が
バ
ン
コ
ク
に
は
か
な
り
暮
ら
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

一
方
で
駐
在
員
の
多
く
は
B
T
S
に
沿
っ
た
ス
ク

ン
ウ
ィ
ッ
ト
通
り
の
プ
ロ
ン
ポ
ン
、
ト
ン
ロ
ー
、
エ

カ
マ
イ
な
ど
に
居
住
し
て
い
る
。
い
わ
ば
日
本
村
で

暮
ら
す
駐
在
員
と
そ
の
家
族
の
「
生
態
」
も
、
カ
オ

サ
ン
に
沈
没
す
る
若
者
同
様
、
研
究
対
象
と
し
て

面
白
い
に
違
い
な
い
。
し
か
し
ス
ク
ン
ウ
ィ
ッ
ト
は

い
さ
さ
か
大
学
か
ら
距
離
が
あ
る
。
渋
滞
の
激
し
い

バ
ン
コ
ク
で
は
、
わ
ず
か
な
距
離
の
差
が
、
大
き
な

通
勤
時
間
の
差
と
し
て
は
ね
返
っ
て
く
る
。
駐
在
員

の
よ
う
に
自
家
用
車
の
お
迎
え
の
無
い
身
と
し
て
は
、

ス
ク
ン
ウ
ィ
ッ
ト
住
ま
い
も
現
実
的
で
は
な
い
。

タ
マ
サ
ー
ト
大
学
か
ら
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
側
を
は
さ

ん
だ
対
岸
、
ト
ン
ブ
リ
地
区
は
庶
民
の
町
と
し
て
知

上 サンセーブ運河の通船  運河の水運は数が少なくなっているが、い
まだに人々の足として通勤や買い物に使われている　下 ター・プラ
チャン桟橋とワンラン桟橋を結ぶ渡し船  バンコク側とトンブリ側を結ぶ
渡し船は買い物や通勤の地元民の足として欠かせない

桟橋を離れようとする通勤船　僧侶から観光客までさまざまな人であふれている

宮
前
ま
で
走
っ
て
い
る
。
し
か
し
乗
車
時
間
は
30
分

弱
と
は
い
え
、
頻
度
は
一
時
間
に
1
本
、
し
か
も
断

続
的
な
渋
滞
の
遅
れ
が
累
積
し
、
運
行
は
全
く
あ
て

に
な
ら
な
い
。
タ
ク
シ
ー
は
道
さ
え
空
い
て
い
れ
ば

20
分
ほ
ど
の
道
の
り
だ
が
、
所
要
時
間
は
渋
滞
の
状

況
次
第
、
反
タ
ク
シ
ン
派
の
大
規
模
集
会
が
王
宮
前

広
場
で
開
催
さ
れ
た
日
は
、
周
辺
の
道
路
が
渋
滞
で

ま
っ
た
く
動
か
な
く
な
り
一
時
間
二
〇
分
も
掛
か
っ

た
。
通
勤
時
間
の
分
散
の
大
き
さ
は
、日
本
か
ら
や
っ

て
来
た
者
に
と
っ
て
相
当
な
ス
ト
レ
ス
に
な
る
。
約

束
や
授
業
の
時
は
、
ど
う
時
間
を
見
込
め
ば
よ
い
の

か
分
か
ら
な
い
。

船
通
勤
は
大
成
功

そ
の
結
果
、
安
定
的
な
通
勤
手
段
と
し
て
、

B
T
S
と
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
を
行
き
来
す
る
通
船

を
乗
り
継
ぐ
こ
と
に
し
た
。
距
離
的
に
は
四
角
形
の

三
辺
を
移
動
す
る
と
い
う
迂
回
経
路
で
あ
り
、
し
か

も
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
は
大
き
く
蛇
行
し
て
い
る
。
し

か
し
高
架
鉄
道
B
T
S
は
定
時
運
行
し
、
通
船
も

規
則
正
し
く
運
航
し
て
い
て
渋
滞
と
は
無
縁
で
あ
る
。

B
T
S
に
十
数
分
、
船
に
二
〇
分
ほ
ど
で
、
待
ち
時

間
と
徒
歩
を
合
わ
せ
て
も
、
ド
ア
・
ト
ゥ
・
ド
ア
で

一
時
間
ほ
ど
見
れ
ば
確
実
に
到
着
す
る
。
バ
ン
コ
ク

を
移
動
す
る
と
き
、
確
実
さ
は
何
も
の
に
も
代
え
難
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い
利
点
と
言
え
よ
う
。

結
果
と
し
て
船
通
勤
は
大
成
功
で
あ
っ
た
。
川

風
に
吹
か
れ
な
が
ら
の
通
勤
は
快
適
で
あ
る
。
船
の

ス
ピ
ー
ド
、
ゆ
っ
く
り
し
た
ロ
ー
リ
ン
グ
の
周
期
は

都
会
生
活
か
ら
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
さ
せ
て
く
れ
る
効
果

を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
上
に
収

穫
だ
っ
た
の
は
、
B
T
S
か
ら
の
乗
り
換
え
駅
サ

フ
ァ
ー
ン
・
タ
ー
ク
シ
ン
（
地
元
で
は
サ
ト
ー
ン
と
呼
ば

れ
て
い
る
）
か
ら
タ
マ
サ
ー
ト
ま
で
の
川
沿
い
の
通
勤

が
、
バ
ン
コ
ク
の
歴
史
を
遡
り
、
都
市
構
造
を
再
確

認
さ
せ
て
く
れ
る
機
会
だ
っ
た
こ
と
だ
。
ま
た
日
々

観
光
客
を
観
察
す
る
チ
ャ
ン
ス
も
提
供
し
て
く
れ
る
。

バ
ン
コ
ク
は
一
名
「
東
洋
の
ベ
ニ
ス
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
バ
ン
コ
ク
は
海
上
に
作
ら
れ
た
人
工
都
市

で
は
な
い
。
し
か
し
自
然
の
河
川
と
多
く
の
運
河
が

組
み
合
わ
さ
れ
て
、
き
わ
め
て
高
度
な
水
運
が
発

達
し
て
い
た
。
こ
の
意
味
で
船
は
バ
ン
コ
ク
を
象
徴

す
る
も
う
一
つ
の
交
通
機
関
で
あ
る
。
現
在
運
河
の

多
く
は
か
つ
て
の
機
能
を
失
っ
て
い
る
が
、
チ
ャ
オ

プ
ラ
ヤ
川
本
流
の
通
船
は
い
ま
だ
に
人
々
の
生
活
を

支
え
て
い
る
。
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
の
通
船
の
主
体
は
、

チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
ボ
ー
ト
と
い
う

企
業
に
よ
っ
て
運
行
さ
れ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
見
る
と
普
通
の
通
勤
船
、
快
速
船
、
観
光
船
に
そ

れ
ぞ
れ
が
立
ち
寄
る
桟
橋
が
異
な
り
、
過
度
に
複
雑

に
思
え
る
。
し
か
し
現
地
で
の
印
象
は
全
く
異
な
る
。

通
船
が
接
岸
し
な
い
桟
橋
は
渡
し
船
で
通
船
が
立
ち

寄
る
他
の
桟
橋
と
結
ば
れ
て
い
る
。
前
述
の
地
上
交

通
同
様
、
動
脈
か
ら
毛
細
血
管
ま
で
の
水
運
が
体
系

的
に
構
築
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

通
勤
船
か
ら
の
風
景

サ
ト
ー
ン
か
ら
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
に
ほ
ど
近
い

タ
ー
プ
ラ
チ
ャ
ン
桟
橋
ま
で
の
行
程
は
、
わ
ず
か

二
〇
分
ほ
ど
と
は
い
え
、
現
国
王
に
つ
な
が
る
チ
ャ

ク
リ
ー
朝
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
道
行
き
で
あ
る
。

歴
史
的
に
最
初
に
開
け
た
の
は
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
対

岸
の
ト
ン
ブ
リ
で
あ
り
、現
在
の
バ
ン
コ
ク
側
は
チ
ャ

ク
リ
ー
朝
の
初
代
ラ
ー
マ
一
世
が
王
宮
を
ラ
ッ
タ
ナ

コ
ー
シ
ン
島
に
開
い
て
か
ら
市
街
と
し
て
発
達
し
始

め
た
。
こ
の
時
代
バ
ン
コ
ク
周
辺
は
、
主
要
な
交
易

路
で
あ
っ
た
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
を
押
さ
え
る
戦
略
拠

点
で
あ
り
、
マ
レ
ー
の
傭
兵
な
ど
も
駐
屯
し
て
い
た

と
言
わ
れ
る
。
現
在
で
も
川
沿
い
に
は
い
く
つ
か
の

モ
ス
ク
を
眺
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
砲
台
の
遺

跡
な
ど
も
残
り
、
現
在
で
も
海
軍
司
令
部
は
ト
ン
ブ

リ
側
に
置
か
れ
て
い
る
。

目
を
バ
ン
コ
ク
側
に
転
じ
る
と
、
サ
ト
ー
ン
か
ら

上
流
に
向
か
う
と
こ
ろ
は
、
タ
イ
が
西
欧
と
接
触
し
、

近
代
化
が
始
ま
っ
た
地
で
あ
る
。
最
初
の
桟
橋
は
オ

リ
エ
ン
テ
ン
、
つ
ま
り
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
（
マ
ン

ダ
リ
ン
オ
リ
エ
ン
タ
ル
）
で
あ
る
。
タ
イ
で
最
初
の
西

欧
風
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
で
も
も
っ
と
も
早
い

近
代
ホ
テ
ル
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
大
使
館
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
、
カ
ソ
リ
ッ

ク
教
会
、
タ
イ
最
初
の
銀
行
（
現
在
の
サ
イ
ア
ム
商
業

銀
行
）、
税
関
跡
な
ど
タ
イ
が
西
欧
と
触
れ
あ
う
こ
と

で
生
じ
た
歴
史
的
遺
産
の
宝
庫
で
あ
る
。
見
事
な
コ

ロ
ニ
ア
ル
建
築
も
多
く
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

さ
ら
に
上
流
に
進
む
と
家
並
み
が
雑
然
と
し
出
す
。

ラ
ー
チ
ャ
ウ
ォ
ン
桟
橋
は
ヤ
ワ
ラ
ー
ト
と
言
わ
れ
る

中
華
街
の
桟
橋
で
あ
る
。
バ
ン
コ
ク
は
街
全
体
が
中

華
街
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
、
華
人
の
影
響
を
受
け

た
と
こ
ろ
だ
が
、
ヤ
ワ
ラ
ー
ト
は
そ
の
中
で
も
特
に

華
人
的
色
彩
の
色
濃
い
街
で
あ
る
。ラ
ッ
タ
ン
ナ
コ
ー

シ
ン
島
に
居
住
し
た
い
わ
ゆ
る
宮
廷
華
人
と
は
異
な

り
、潮
州
系
な
ど
の
人
々
は
王
宮
の
外
側
の
ヤ
ワ
ラ
ー

ト
に
居
住
し
商
業
や
交
易
に
携
わ
っ
た
。
目
抜
き
通

り
を
は
じ
め
ビ
ル
化
が
著
し
い
も
の
の
、
い
ま
で
も

脇
道
に
は
い
る
と
一
階
を
店
舗
、
二
階
を
住
居
に
し

た
細
長
い
町
家
、
い
わ
ゆ
る
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
の
町

並
み
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

ラ
ー
チ
ャ
ウ
ォ
ン
桟
橋
の
手
前
か
ら
、
川
に
張
り

出
し
て
建
て
ら
れ
た
杭
上
家
屋
の
群
れ
が
始
ま
る
。

多
く
は
違
法
増
築
の
ス
ク
ワ
ッ
タ
ー
（
不
法
占
拠
）
状

態
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
杭
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
か
た

め
ビ
ル
化
し
た
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。
一
方
で
昔
な

が
ら
の
木
の
杭
、
木
造
建
築
も
多
く
、
か
な
り
の
家

は
川
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
小
さ
な
船
係

り
を
備
え
て
い
る
。さ
し
て
綺
麗
と
は
言
え
な
い
チ
ャ

オ
プ
ラ
ヤ
川
で
水
浴
す
る
人
々
、
水
遊
び
す
る
子
供

達
も
い
て
、
水
辺
の
民
タ
イ
の
伝
統
的
な
生
活
を
見

る
こ
と
が
出
来
る
。

対
岸
に
ワ
ッ
ト
・
ア
ル
ン
（
暁
の
寺
）
を
望
む
タ
ー
・

テ
ィ
ア
ン
桟
橋
ま
で
来
か
か
る
と
船
は
ラ
ッ
タ
ナ
コ
ー

シ
ン
島
に
沿
っ
て
走
る
こ
と
に
な
る
。
島
と
言
っ
て
も

自
然
の
島
で
は
な
い
。
一
面
を
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
、
残

り
を
内
堀
、
外
堀
状
態
の
人
工
の
運
河
で
囲
ん
だ
区

画
が
ラ
ッ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
島
で
あ
る
。
王
宮
を
始
め
、

王
室
寺
院
で
あ
る
ワ
ッ
ト
・
プ
ラ
ケ
オ
、
官
庁
、
公

的
施
設
が
立
地
し
て
い
る
。
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
も
こ
の

中
に
あ
る
。
わ
ず
か
二
〇
分
の
船
旅
だ
が
、
王
権
の

中
心
か
ら
、
西
欧
人
と
の
接
触
の
場
所
ま
で
、
意
図

し
て
構
造
的
に
配
置
し
た
バ
ン
コ
ク
の
都
市
構
造
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

王
宮
を
右
手
に
見
て
進
む
と
、
王
宮
北
端
の
タ
ー・

チ
ャ
ン
桟
橋
に
至
る
。
残
念
な
が
ら
通
勤
船
な
ら
こ

こ
で
下
船
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歩
い
て
七
分
ほ

ど
で
研
究
室
で
あ
る
。
観
光
船
な
ら
さ
ら
に
少
し
先

の
専
用
桟
橋
マ
ハ
ラ
ー
桟
橋
ま
で
行
く
こ
と
が
出
来

る
。
も
し
歩
き
た
く
な
け
れ
ば
、
対
岸
の
ワ
ン
ラ
ン

桟
橋
ま
で
行
き
渡
し
船
に
乗
り
換
え
て
研
究
室
至
近

の
タ
ー
・
プ
ラ
チ
ャ
ン
桟
橋
ま
で
行
く
こ
と
も
可
能
だ
。

運
河
巡
り
の
す
す
め

チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
散
策
は
ま
だ
ま
だ
終
わ
り
で
は

な
い
。
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
の
対
岸
、
マ
ヒ
ド
ン
大
学
付

属
の
シ
リ
ラ
ー
ジ
病
院
の
脇
か
ら
バ
ン
コ
ク
・
ノ
ー
イ

運
河
が
続
い
て
い
る
。
運
河
を
た
ど
る
に
は
、
小
さ

な
通
船
に
乗
り
換
え
る
か
、
水
上
タ
ク
シ
ー
と
で
も

言
う
べ
き
ロ
ン
グ
テ
ー
ル
ボ
ー
ト
を
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
運
河
巡

り
は
よ
り
身
近
に
タ
イ
の
水
辺

生
活
を
見
る
機
会
を
提
供
し
て

く
れ
る
。
本
流
を
さ
か
の
ぼ
れ

ば
、
ア
ユ
タ
ヤ
に
行
く
こ
と
も

可
能
だ
。
川
を
巡
る
旅
は
地
上

を
移
動
し
て
い
る
だ
け
で
は
見

え
て
こ
な
い
バ
ン
コ
ク
の
姿
を

み
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

雨
季
も
終
わ
り
、
涼
し
さ
が

増
し
て
い
る
。
川
風
に
吹
か
れ

な
が
ら
の
通
勤
は
ま
す
ま
す
快

適
さ
を
増
し
て
い
る
。

上 ホテルの送迎船と交錯する渡し船  チャオプラヤ川にはタグボート
に曵かれた貨物船、ディナークルーズの観光船、送迎ボートなど様々
な船が行き交っている　中 小雨の中をサトーン桟橋に向かう通勤船  
朝夕は満員となる通勤船も昼間の船内はのんびりとしている　下 タマ
サート大学構内からチャオプラヤ川を望む　

バンコク通勤事情
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2010年度　
立教大学観光研究所　
公開講座
立教大学観光研究所では、以下の2つの

観光産業の入門的公開講座を実施しています。

学生はもちろん、社会人など広く受講者を受け入れています。

旅行業講座　
「国内旅行業務取扱管理者試験」
「総合旅行業務取扱管理者試験」
のための準備講座

（2010年4月開講７月修了）

「旅行業講座」は、毎年10月に全国で行われる国家試験「総合旅

行業務取扱管理者試験」とそれに先立ち9月に行われる「国内旅

行業務取扱管理者試験」のための準備講座です。旅行業界とそ

の業務に関心を持つ人たちが受講しています。旅行業に必要な

専門的、かつ実際的な知識を一流の講師陣が、実務経験のない

人にもわかりやすく講義します。講義内容では、旅行業法から

海外・国内観光資源、旅行実務などの幅広い内容を扱います。

ホスピタリティ・マネジメント講座
宿泊・外食産業の理論と経営、最新動向を学ぶ　

（2010年９月末開講12月修了）

ホテル・旅館業・外食産業を中心とするサービス産業は、今日

「ホスピタリティ産業」と呼ばれています。「ホスピタリティ・マネ

ジメント講座」では、ホスピタリティ産業の基本理念から、マネ

ジメントの基礎理論、マーケティング、人事、営業企画、法律、最

新の業界動向といった幅広い内容まで、業界の第一線の実務家

を講師に招いて講義を行います。

講座に関する問い合わせは

立教大学観光研究所事務局
（池袋キャンパスミッチェル館）

〒171-8501
東京都豊島区西池袋3-34-1
TEL 03-3985-2577　FAX 03-3985-0279
Email：kanken@grp.rikkyo.ne.jp
http://www.rikkyo.ac.jp/research/laboratory/IT/
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北』朝倉書店（分担），「仙台市における宿泊機能の立地特性」

『地学雑誌』，「中国吉林省・延辺朝鮮族自治州における国境

観光の地域的特色」『立教大学観光学部紀要』など。
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